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常磐大学「2021年度行動計画の実績報告」について 

 

標記の件については、本学における学修（学習）の成果に基づく教育研究活動等の改善を継続的に行う仕組み（「内部質保証」）の実績として報告します。 

 

１．常磐大学 2021年度行動計画  

基

準 
大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2021年度計画］ 

２０２１年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅰ 
 

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

教

育

の

効

果 

［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A-1 ミッションを確立して

いる。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A-2 高等教育機関として地

域・社会に貢献している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地域連携・国際交流 

（１）地域連携活動の充実 

・地方公共団体および産業界

等との連携・交流の推進 
・地域における各高等教育機

関との連携の推進 
・学修者が生涯学び続けられ

るための多様で柔軟な仕組

みと流動性の確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A-1［全学的な取り組み］ 
・「TOKIWA VISION 2023」に基づき理事会

が行う「定期的な達成状況の検証」の結果、

および理事会が「年度ごとに策定する具体的

な事業計画」を踏まえて当年度の行動計画を

策定し、実施する。 
・建学の精神を基軸とした3つのポリシー

（DP、CP、AP）の有機的関連について、

教育環境の変化や地域社会からの期待等を踏

まえながら検証に取り組む。特に2021年度

はDPとCPの一貫性について重点的に検証

を行う。 
 

Ⅰ-A-1［看護学部］ 

①2021年度は、2022年度からの新カリキュラ

ムの作成をするため、既存のミッションにつ

いても点検を行い、新カリキュラムとの一貫

性を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A-2［全学的な取り組み］ 
・地域における各高等教育機関、地方公共団体

および産業界等との連携・交流を継続的に推

進する。 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 

①教員による地域の生涯学習、研修会、公開講

座等への参画を継続。 

②学生による学外での活動の機会を提供、活動

支援。 

[心理学科] 

・茨城県立水戸南高等学校と常磐大学の連携に

よるキャンパスエイド活動の実施。 

[教育学科] 

・教員養成のための、三大学連携協議会への参

加を継続し、シンポジウムなどの開催に関わ

る。 
 
 
 

[現代社会学科] 

①茨城県社協、水戸市社協との連携のもとに、

実務家教員の派遣を継続。 
②施設の実習指導者の養成のための講習会の開

［基準Ⅰ-A ミッション］ 

Ⅰ-A-1［全学的な取り組み］ 

・「TOKIWA VISION 2023」に基づき理

事会が行う「定期的な達成状況の検

証」の結果、および理事会が「年度ご

とに策定する具体的な事業計画」を踏

まえて当年度の行動計画を策定し、実

施した。 
・「複数の『新しい能力』への対応」（DP
の構成要素）および「履修系統図」を

作成し、DPとCPの一貫性について点

検を行った。また、これらの点検結果

を踏まえ、学修成果の可視化の観点か

らCPの見直し・改訂を行った。 

Ⅰ-A-1［看護学部］（①②は全的な取り組

み） 

①大学の建学精神及び教育理念に基づき、

教育の目標とする養成する人材像を明

記し、DPおよびコンピテンシー・CP・
AP を設定していることを確認した。同

時にHP上で公開している。 
②カリキュラムマップ及び履修系統図を

確認し、DP 及びコンピテンシーと CP
の関連を確認した。同時にHP上で公開

している。 
③保健師・助産師・看護師養成所指定規則

の一部改正に伴い、2022 年 4 月から用

いる新カリキュラムを作成した。新カリ

キュラムが、大学の建学精神、DP・CP
に基づいていることを確認した。カリキ

ュラム作成に際して、カリキュラムワー

キングが中心となり、現行カリキュラム

の点検を実施した。 
 新カリキュラムは認可された。 
Ⅰ-A-2［全学的な取り組み］ 

・諸機関等と締結している協定等に基づ

き、各種の連携事業等を実施した。ま

た、2021年度は、新たに次の各機関等

と連携協力に関する協定を締結した。 
【株式会社常陽銀行】 
「産学連携の協力推進に関する協定書」 

【茨城県議会】 
「相互連携・協力に関する包括協定書」 

【株式会社アプリシエイト】 
「産学連携の協力推進に関する協定書」 

Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 

①②コロナ禍による制約のなか、各学科に

おいて取り組んだ。 

 

 

[心理学科] 

・2名の学生がキャンパスエイド活動に参

加した。 
[教育学科] 

①11/6に三大学連携シンポジウムを開催

し、教育学科学生120名が参加した。 
②「学校インターンシップB」を開講

し、水戸市内の公立幼稚園・小学校・

中学校において学校支援活動などの学

校インターンシップを行った。 
[現代社会学科] 

①茨城県社協、水戸市社協との連携のも

とに、実務家教員の派遣を継続。 
②施設の実習指導者の新規養成のための
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基

準 
大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2021年度計画］ 

２０２１年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

催について協議を進める。 
③水戸市男女平等参画課との共催イベントの継

続。 
 
[コミュニケーション学科] 

①「デザインを介した地域連携」として、ひた

ちなか海浜鉄道湊線および、その支援団体で

あるおらが湊鉄道応援団との連携の継続。 
② 日本語教師養成課程導入に伴い、県内・市

内での関連活動に従事する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[健康栄養学科] 

①茨城県栄養士会・茨城県保健福祉部保健予防

課・茨城県糖尿病協会、茨城県歯科医師会と

の連携事業を実現。 
②茨城県農林水産部主導の産学官共同の地産地

消推進プロジェクト等連携事業を推進する。 
③水戸市との学官連携による「水戸市学生食育

サポーター」による学校給食食育事業の推進

の継続。 
 
 
----------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［総合政策学部］ 

・地域における高等教育機関、地方公共団体お

よび産業界との連携・交流を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

------------------------------------------ 

Ⅰ-A-2［看護学部］ 

①「みとかい」（県内国立病院機構との連携研

修）、高校－大学－病院連携として「TOKI2
プレナース体験」、オープンカレッジへの看

護学科としてのセミナー 
②看護学科として、連携病院における臨床研究

支援 
③高校における出前（模擬）授業（アドミッシ

ョンセンター事業） 
④看護学科として地域・社会との連携の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講習会を2月27日に開催した。 
③ゼミ活動の一環として、水戸市のワー

クライフバランスに関するセミナー(全
2回）に学生18名が参加をした。 

[コミュニケーション学科] 

①ひたちなか市生涯学習講座にて２回の

講演を行なった。 
・2021年8月24日(火) 馬渡コミュニテ

ィセンター 
・2021年10月11日(月) ふぁみりこら

ぼ 
②映画『石岡タロー』の撮影に学生がエ

キストラとして参加した。また、ひた

ちなか市での野外パフォーマンス『降

臨道中』に学生がパフォーマーとして

参加した。 
③水戸市国際交流協会日本語プレ初級ク

ラスに学生がサポーターとして参加し

た。 
④日立市のさくら日本語学校で学生が留

学生支援ボランティアとして活動し

た。 
[健康栄養学科] 

①産学官連携として、いばらきの地魚

取扱店認証委員会とヨークベニマル

と共同でいばらきの地魚を使った商

品を開発し、販売をしている。 
②水戸市との学官連携による「水戸市食

育サポーター」において、学生が水戸

市の小学校に配布する食育媒体資料の

作成や、オンラインで開催された食育

講演会の中で「地産地消」についての

発表を実施した。 
------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［総合政策学部］ 

・地域における高等教育機関、地方公共

団体および産業界との連携・交流につ

いては、学生が関わる地域連携活動が

26件、大学が主催する地域連携活動へ

の教員参加が13件、外部組織が主催す

る地域連携活動への教員参加が54件で

あった。また、ゲストスピーカーを含

めた外部組織からの授業協力は104回

実施された。コロナ禍における活動と

しては十分な成果を出したと言える。 
[経営学科] 

・2022年度からの新たな企業との連携協 
定を締結した。 

------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［看護学部］ 

①新型コロナ感染拡大により、計画して

いた「みとかい」（県内国立病院機構と

の連携研修）、「水戸ホリーホックコラ

ボデー」、「水戸医療センターのクリス

マスイベント」への参加はできなかっ

た。高校－大学－病院の連携として

「TOKI2プレナース体験」（対面とオ

ンラインのハイブリット）、オープンカ

レッジへの看護学科としてのセミナー

（オンライン）は実施できており、コ

ロナ禍における実施を模索している段

階である。 
②臨床研究に関する支援は、コロナ禍に

おいても2病院で実施した。引き続

き、連携して研究ができるような体制

を発展させていくことが課題である。 
③アドミッションセンターから依頼のあ

った７件の出前（模擬）授業を実施し

た。また、桜の郷キャンパス見学をし

た高校2校に対しては、学科の説明や
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基

準 
大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2021年度計画］ 

２０２１年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 

 
［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
Ⅰ-B-1 教育目的・目標を確立

している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B-2 学習成果（Student 
Learning Outcomes）を定

めている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・学修成果の可視化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
Ⅰ-B-1［総合講座］ 

・大学の「ディプロマポリシー」、「カリキュラ

ムポリシー」を、全学共通教育科目の学修成

果の位置づけや授業編成･実施方針などを再

検討するなかで、内容･表現等の見直しを行

う。 
 
 
 
 
 
 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［人間科学部共通］ 

①学部の教育目的・目標については、広報パン

フレット、HP、履修案内等により、学内外

への周知性を確保する。 
②教育目標、DP,CPの恒常的点検により把握

した課題のうち、学則改正を伴う課題につい

ては、2021年10月の教授会承認を目指

す。 
 
 
 
 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［総合政策学部］ 

・建学の精神を基軸とした3つのポリシー（DP, 
CP, AP）の有機的関連を、教育環境の変化や

地域社会からの期待等に反応しながら継続的

に検証し、優先課題を実現していく。 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［看護学部］ 

①教育目的・目標等を点検し、2022年度からの

新カリキュラムを作成し申請をする。 
 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B-2［全学的な取り組み］ 

・建学の精神を基軸とした3つのポリシー

（DP、CP、AP）の有機的関連について、

教育環境の変化や地域社会からの期待等を踏

まえながら検証に取り組む。特に2021年度

はDPとCPの一貫性について重点的に検証

を行う（再掲）。 
Ⅰ-B-2［総合講座］ 

・全学共通教育科目について、学士力や社会人

基礎力などの既存の指標や必要に応じて独自

の指標を定めて可視化する（履修系統図を作

成する）。 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-2［人間科学部共通］ 

①①履修系統図に基づいて、各科目を設置す

る。そのうえで、必修科目の評価基準につい

ては科目担当者を中心に再検討し、学部・学

科単位で共通理解を目指す。また、シラバス

等を通じてその基準の明示を徹底する。                      
②卒業論文が学習の集大成となる学科について

は、各学科でルーブリック評価を導入する。 

卒業研究発表会等を行い、各学科における学

模擬授業などを実施した。（広報の内容

と重複） 
④看護学科として、どのような地域連携

ができるか、また現在の成果について

は、学科内の地域連携委員会を中心と

して検討している。 

［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 

Ⅰ-B-1／B-2［総合講座］ 

・教養科目をはじめ全学共通教育科目全体

について、学修成果の位置づけや授業編

成･実施方針などの再検討を行った。そ

の結果、履修系統図（表形式）を作成し、

科目の内容･概要および到達目標と学修

成果との関係を可視化した。 
・これらの作業により、全学共通科目の

学修成果の位置づけや授業編成・実施

方針を再検討するために、学科の基礎

的科目との調整などを行う必要がある

ことを確認した。 

------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［人間科学部共通］ 

①コロナ禍による制約のなか、学部、学

科において広報活動に取り組み周知性

の確保に努めた。 
②教育学科の2022年、および教育学科と

現代社会学科の2023年の学則改正案を

教授会で承認した。 

[心理学科] 

・茨城県内の高校を中心に心理学科の教

育目的・内容、についてリモートも含

めて、出前授業や進路説明会を15回実

施した。 

------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［総合政策学部］ 

・ 2021年度の自己点検評価として、3つ

のポリシー（DP, CP, AP）について検

証を行った。詳細はⅠ-Cで述べる。 

 

------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［看護学部］ 

①保健師・助産師・看護師養成所指定規則

の一部改正に伴い新カリキュラムを作成

した。新カリキュラム作成にあたっては、

現行カリキュラムの教育目的・目標、卒

業認定・学位授与の方針（DP）、教育課

程編成・実施の方針(CP)、入学者受入れ

の方針(AP)を点検した。新カリキュラム

は認可された。 
Ⅰ-B-2［全学的な取り組み］ 

・「複数の『新しい能力』への対応」（DPの

構成要素）および「履修系統図」を作成

し、DP とCP の一貫性について点検を

行った。また、これらの点検結果を踏ま

え、学修成果の可視化の観点からCPの

見直し・改訂を行った（再掲）。 
Ⅰ-B-2［総合講座］ 

（Ⅰ-B-1に記載） 
 

 

 

------------------------------------- 

Ⅰ-B-2［人間科学部共通］ 

①①履修系統図（表形式）（図形式）を作

成し、DPとCPの一貫性の点検を行っ

た。学部の必修科目である学部基本科

目（「社会調査入門」「人間科学概論」）

については、科目担当者を中心に学部

長、教務委員長と連携の中で、教育内

容、成績評価基準の再検討を行い、授

業改善を進めた。             
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Ⅰ-B-3 卒業認定・学位授与の

方針、教育課程編成・実施の

方針、入学者受入れの方針

（三つの方針）を一体的に

策定し、公表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ- C -1 自己点検・評価活動等

の実施体制を確立し、内部

質保証に取り組んでいる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・全学的な教学マネジメント

の確立 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修到達目標を学内外に示す。              
③国家試験合格などが学習成果の集大成となる

学科においては、KPIで示された目標値の

達成を目指す。国家試験などの結果公表を継

続する。 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-2［総合政策学部］ 

・学習成果を定めるための汎用型の成績評価指

標を検討する。 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-2［看護学部］ 

①現在、学科・学部として定めている学習成果、

コンピテンシー、卒業到達目標、看護技術の

獲得状況、OSCE（3，4年次）：看護実践能力

獲得状況、国家試験合格率の評価項目でよい

かを検討したうえで、学習成果の評価を実施

する。 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B-3［人間科学部共通］ 

①学部の3つの方針に沿って、各学科の3つの

方針を定め、広報パンフレット、ホームペー

ジ、履修案内等により、学内外への周知性を

確保する。 
②策定された 3 つの方針に修正が必要な場合

は、教授会で審議する。特に昨年度策定した

CPの実施方針については、今年度の教育活動

で実践し、課題の有無を確認する。 
----------------------------------------- 

Ⅰ-B-3［看護学部］ 

①DP・CP・APを点検し、2022年度からの新

カリキュラムを作成し申請し、認可後、公表

する。  

 
 
［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ-C［総合講座］ 

・引き続き、総合講座自己点検･評価実施委員会

において PDCA サイクルが機能するよう体

制を整備する。具体的には定期的な点検の場

として運営連絡会議と科目運営会議との連携

を強める。（具体的取り組みはA-6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
----------------------------------------- 

Ⅰ- C -1［人間科学部共通］ 

・全学自己点検評価委員会のもとに、人間科学

部自己点検・評価実施委員会規定に基づき、

委員会を構成し、毎年度、点検・評価活動を

実施している。各学科の実現計画と達成状況

の作成については、各学科で活動の共有化を

すすめ、教授会を通して学部全体での共通理

解を深める。実現計画と達成状況は、法人HP
上にて公開し、周知性の確保を目指す。 

・全学自己点検評価委員会のもとで、自己点検

評価に対する外部からの意見聴取の実施方法

を検討する。 
 

②卒業論文の統一的評価を進め、成果の

公表として、卒業論文（卒業研究）報

告会を実施した。           
③国家試験の結果などKPI達成状況は各

学科の項を参照。 
------------------------------------- 

Ⅰ-B-2［総合政策学部］ 

・汎用型の成績評価指標の検討は次年度の

継続課題とする。 
------------------------------------- 

Ⅰ-B-2［看護学部］ 

①学科・学部独自に学習成果を評価する項

目について点検を実施した。結果、以下

の項目であることを確認した。学習成果

は、教育目標・目的に基づくものである。 
《卒業時の達成状況》 
・コンピテンシーの獲得状況 
・卒業時達成目標 
・看護技術の獲得状況 
・国家試験合格率 
《学修過程における評価として》 
・OSCE（3，4年次）看護実践能力の獲得 
②国家試験合格率を除き、公表予定はな

い。公表については、今後の課題とする。 

Ⅰ-B-3［人間科学部共通］ 

①3 つのポリシーの点検を行い、HP 等で

周知性を維持した。 
②点検評価をふまえ、DPの順序入れ替え、

CPの修正（追加）、カリキュラムないし

履修規定の変更、授業内容の見直しなど

の対応を実施した。 
 

 

------------------------------------- 

Ⅰ-B-3［看護学部］ 

①カリキュラムワーキングが中心となり、

現行カリキュラムにおけるDP・CP・AP
を点検し、新カリキュラムを作成した

（認可済み）。DP・CP・APは、大学HP
で公表されている。 

［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 

Ⅰ-C［総合講座］ 

・総合講座運営会議構成員である各科目

運営会議長が総合講座自己点検･評価実

施委員を兼ねることで、運営連絡会議

と一体になって定期的に点検・評価が

行えるような運用とした。 
（教養科目） 
教養科目においては、各セメスター終了

後に、科目毎の評価結果や学生の単位修

得状況を点検評価した。 
（全学基本科目） 
全学基本科目においては、各セメスター

終了時、アンケートの結果や、評価結果

を点検評価した。一部は報告書等を作成

し、教員に対して公開した。 
------------------------------------- 

Ⅰ- C -1［人間科学部共通］ 

・自己点検、評価の活動が時間的制約もあ

り一部の教員に偏りがちである。そのた

め今後、学部・学科構成員全体で、作業

を共有する体制の構築が必要と考えら

れる。 
・全学の対応に合わせるよう、準備を進め

た。 
[心理学科] 

①自己点検・評価活動が一部の教員に偏る

ことを防ぐために、学科長を中心に教務

委員・学生支援委員・広報委員との連携

に努めた。 
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基

準 
大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2021年度計画］ 

２０２１年度実績報告 

※年度末報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-C-2 教育の質を保証してい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
[教育学科] 

・教職課程の再課程認定事後調査を受審予定。

そこに向けて、幼稚園課程のカリキュラム改

変を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[健康栄養学科] 

・関東信越更生局の視察で得た指摘をふまえ、

それに沿った改善を継続する。 
----------------------------------------- 

Ⅰ- C -1［総合政策学部］ 

・学部自己点検評価委員会を組織し、学部での

自己点検を行う。 
 
----------------------------------------- 

Ⅰ- C -1［看護学部］ 

①委員会等の単位で、目標設定・計画・評価

（PDCA）を実施し、学科運営に反映させ

る。 
②上記に関連して、評価項目の点検をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-C-2［人間科学部共通］ 

・卒業研究科目については、ルーブリックなど

学科単位で統一した評価基準の導入を進め

る。 

・卒業研究科目、及び主要科目を中心に、成績

評価の実施後に手法の適切性を学部・学科単

位で検証し、必要がある場合は次年度の改善

につなげる。 

・進級要件、卒業要件、CAP緩和の停止等につい

ては、前年度の課題をふまえた展開をすすめ

る。CAP緩和対象学生（健康栄養学科）につい

ては注意深く見守り、必要がある場合には改

善に向けた検討をする。 

・学部・学科の学びに関連する法令の変更に対

しては、本学の状況に照らして可能な形で迅

速に対応をするよう努める。 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------- 

②活動内容の編集・確認・共有はクラウド

を活用し、記入から完成までの工程を一

元管理した。その結果、学科教員がアク

セス時間・場所に依存しない体制を構築

することができた。 
[教育学科] 

・学科自己点検評価WGで原案を作成し、

学科会議で審議した。 

・茨城県教員採用試験形式変更、幼稚園教

諭一種免許状再課程認定移行措置終了、

「『令和の日本型学校教育』を担う教師

の人材確保・質向上プラン」に対応する

学則等変更を行った。 

[現代社会学科] 

・自己点検、評価活動の項目別作業分担を

進める。 

[コミュニケーション学科] 

・ビジネスチャットツール（Slack）で内容

共有し、各教員が案を出し合ったうえ

で、学科会議（対面もしくはオンライン）

で案を精査する形式で検討を進めた。オ

ンライン掲示板での内容共有により、周

知性および相互性が保たれた。 
[健康栄養学科] 

・関東信越更生局の指定基準に沿った適正

な運用を継続する。 
------------------------------------- 

Ⅰ- C -1［総合政策学部］ 

・学部自己点検評価委員会を組織し、各

学科会議と連携しつつ，学部での自己

点検を行った。 
------------------------------------- 

Ⅰ- C -1［看護学部］ 

①本年度の目標および計画（昨年度末設

定）に対して、年度末に評価を行い、

次年度の目標・計画に反映させるとい

う方法で、PDCAを実施した。各委員

会等とやりとりをして、学科・学部の

目標と合致するようにした。 
②各員会の年間計画（スケジュール）を

年度末に作成した（毎年確認してい

る）。 
③成果を評価する項目が適切に設定され

ているかを確認した。そのうえで、再

度、委員会等の目標、評価項目、評価

方法、目標実現にためにしていること

を確認した。 

Ⅰ-C-2［人間科学部共通］ 

・3 学科が導入し、活用をした（心理、教

育、現代社会）。 
・学部・学科で課題を検討し、一部の科目

については学部運営会議で状況と課題

を共有した(「社会調査入門」）。一部の学

科では、次年度以降の学則改正を見据え

た準備を進めた。 
・進級要件、卒業要件は厳格な運用を継続

している。また学生からの成績問い合わ

せには教務委員会を通じて誠実に回答

し、説明責任を果たした。 
・法令改正に伴う 2022 年学則改正（教育

学科）が理事会で承認された。 
[教育学科] 

・卒業研究科目担当教員間でルーブリック

評価について意見交換を行った。また学

科開設科目について成績評価の実施後

に学生にヒアリングを行った。 

[現代社会学科] 

・学科会議において、成績評価の手法につ

いての課題を整理した。 

------------------------------------- 
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基

準 
大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2021年度計画］ 

２０２１年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅰ-C-2［総合政策学部］ 

・学習成果を明確にし、それを可視化するため

に汎用型の成績評価指標を検討するととも

に、DPと各科目の対応を明確にする。 

・遠隔授業において教員が互いの授業を視聴し

自らの授業に還元する。 
 

 

 

 

［経営学科］ 

・セメスターごとに必修科目の単位取得状況を

科目担当者から学科に報告し、学科で状況を

把握する。 
----------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［看護学部］ 

①学科・学部として学習成果項目を確認し、適

切な方法で実施する。 
②授業評価活用の奨励 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-C-2［総合政策学部］ 

・履修系統図（表形式）を作成し、DPと

各科目の対応を明確にした。学習成果

を明確にし、可視化するための汎用型

の汎用型の成績評価指標の検討は次年

度に継続する。 
・オムニバス科目である「総合政策概論

Ⅰ」、「同Ⅱ」では、教員間で互いの講

義を閲覧することで、自身の授業に還

元できる体制を整えた。 
［経営学科］ 

・セメスターごとに必修科目の単位取得

状況を科目担当者から学科に報告し、

学科で状況を把握した。 
------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［看護学部］ 

①Ⅰ-B-2で提示ししたように、学習成果項

目を確認した。アセスメント・ポリシー

およびアセスメント・チェックシートの

明示までは至っていない。これらについ

ては課題とする。 
②学習成果項目について、データを収集し

た。データの分析・評価は進行中である。

これらを活用して、PDCAを展開し、教

育の質を充実・向上させていくことが課

題である。 
③学生の授業評価を、授業運営に活用する

ことを奨励した。個々の教員は、評価に

対して真摯に回答し、授業に反映させよ

うとしている。 
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基

準 
大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2021年度計画］ 

２０２１年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅱ 
教

育

課

程

と

学

生

支

援 
 

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1 授与する学位分野ご

との卒業認定・学位授与の方

針（ディプロマ・ポリシー）を

明確に示している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

①ディプロマポリシー可視化に各学科で取り組

む。その一環として、卒業論文へのルーブリ

ック評価の導入を学生に周知し、その活用を

進める。また、振り返りを行い、卒業論文、

卒業研究の評価基準を恒常的に点検する。 
②必要に応じて、学部学科のディプロマポリシ

ーの整合性を検討する。 
[心理学科] 

・ルーブリック評価を完成させ，今年度より試

用する。 
 
[教育学科] 

①2018年度入学生（現4年生）より導入して

いる卒業研究科目ルーブリック評価につい

て、本年度中に成果と課題を検討し、必要に

応じて評価基準および活用方法の改善を図

る。 
②ディプロマポリシーの可視化に向け、学科開

講科目における到達目標と成績評価との整合

性を点検する。 
[現代社会学科] 

①2020年度の卒業論文において、試行的にル

ーブリック評価を導入した結果を踏まえ、今

年度は卒業論文担当者を通じて、卒論執筆マ

ニュアルと現社ルーブリック評価を学生に配

布する。              
②学科会議において、学部学科ディプロマポリ

シーと学科科目との対応ならびに修得可能な

能力について継続的に審議事項として取り上

げる。 
[コミュニケーション学科] 

・DPの可視化の一環として，卒業研究を評価

するためのルーブリックを作成したが，各ゼ

ミナールの研究テーマおよびアプローチが多

岐にわたるため，同一基準での評価が難し

く，再検討を進めている。 
[健康栄養学科] 

・ゼミナール・卒業研究で各学年、各セメスタ

ーで段階的に課題選択、研究テーマ設定、研

究資料、論文作成過程、プレゼンテーション

技術、成果の活用等について、学科DPとの

整合性、質と量について評価し学生に明確に

提示していく。 

 

 

 

 

 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［総合政策学部］ 

・DPの見直しを行う。 

 

 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-1、Ⅱ-A- 2、Ⅱ-A-4［看護学部］ 

①2022年度からの新カリキュラムを作成し申

請をする。承認が得られた後、公表する。

（再掲） 
②入学後の学習成果（GPA）、退学等から、入

試戦略を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

①各学科で取り組み、振り返りを行っ

た。                               
②一部の学科では、分かりやすさを重視

し、DPの順序入れ替えを行った。 
 

 

 

[心理学科] 

・ルーブリック評価の本格的な試用には

至らなかったが、評価項目の詳細を検

討し試用に向けた準備を進めた。 
[教育学科] 

①ルーブリック評価を用いて成績評価を

行い、担当教員間でルーブリック評価

について意見交換を行った。 

②DPに応じて、CPの見直し及び履修系

統図の作成を行った。 

 

 

 

[現代社会学科] 

①卒業研究科目について、ルーブリック

評価表、卒論執筆マニュアルを履修生

に配布し、評価基準の理解を促した。 
②春セメスターにおいて審議し、秋セメ

スターのDP・CP再検討に繋げた。 
 

 

 

 

[コミュニケーション学科] 

・DPに可視化の一環として、卒業研究を

評価するために昨年度作成したルーブ

リックについて再検討し、評価基準お

よび活用方法を改善した。 
 

[健康栄養学科] 

・卒業研究では、各ゼミナール教員によ

る指導によって、卒論発表会を行っ

た。新型コロナウィルスのため、ポス

ター発表としたが、分野ごとに分け、

学生各個人の内容について、教員なら

びに学生からの質問事項を設け、学科

DPとの整合性ならびに質と量について

評価をし、各学生へ明確に提示する事

を行えた。また、評価法についての振

り返りを行い、今後も評価の適正化を

図る。 
------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［総合政策学部］ 

・DPの見直しを行い、新しい能力への対

応を検討するとともに大学全体の表記

に倣った。 
------------------------------------- 

Ⅱ-A-1、Ⅱ-A- 2、Ⅱ-A-4［看護学部］ 

①保健師・助産師・看護師養成所指定規

則の一部改正に伴い、2022年4月から

用いる新カリキュラムを作成した。新

カリキュラムが、大学の建学精神、

DP・CPに基づいていることを確認し

た。カリキュラム作成に際して、カリ

キュラムワーキングが中心となり、現

行カリキュラムの点検を実施した。 
 新カリキュラムは認可された。（再掲） 
②各入試形態において、適切な入学者を

確保できているのかについて、入試と

その後の成績（GPA）、退学等のデータ

をもとに検討し、入学生獲得の戦略に
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Ⅱ-A- 2 授与する学位分野ご

との教育課程編成・実施の方

針（カリキュラム・ポリシー）

を明確に示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．教育研究 

（２）授業方法の充実 

・多様で柔軟な教育プログラ

ムの編成 
・ICTを活用した教育の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 

①CP及びカリキュラムマップの恒常的点検を

ふまえ、履修系統図の原案を作成する。 
②履修系統図を作成する過程で確認された課題

がある場合には、学部・学科で対応を検討

し、次年度向けシラバスの改善、カリキュラ

ムの改編等につなげる。 
③2021年度入学生からの進級要件の変更につ

いて、周知をする（履修規定、別表20、
21）。 

④教務委員会において卒業要件の適切な運用を

継続する。 
⑤教育学科、現代社会学科、コミュニケーショ

ン学科では、新規のキャップ緩和停止を継続

する。健康栄養学科では、キャップ緩和を認

めた学生の負荷について注意深く見守ること

を継続する。                
⑥学生の計画的履修を可能にするために、10
人以下不開講科目をつくらないよう開講科目

の在り方を慎重に検討をすることと、学科改

編等により閉講となる科目については学生へ

の事前周知を徹底することに努める。 
⑦各学科の特性に応じて、各学科で取り組む。

柔軟な教育プログラムを講じるうえで出てき

た課題は、学部運営会議などで共有し、学事

センターを通じて上申をする。  
⑧留学先で取得した単位の取り扱いを各学科で

検討し、学生に明示できるようにすること

で、留学予定者の計画的学習への便宜を図

る。 
⑨基礎能力アッププログラムの合格率向上に努

める。                             
⑩ＩＣＴを活用した授業の充実、自主学習の充

実に努める。ICT化に伴って生じる課題を明

確にする。 
[心理学科] 

・大学院教育との連続性や系統的かつ効率的な

学部教育の在り方を踏まえたカリキュラムの

見直しを検討する。 

・大学院教育との連携の是非、学科科目数や授

業実施形態の是非について検討する。   

・臨床心理学実践領域：公認心理師科目である

「心理演習」と学科選択必修科目である「臨

床心理学実験実習」の内容と連続性について

精査する。 

・データの一元管理体制を構築し，学生の勉学

機会と効率をあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[教育学科] 

①2019年度以降入学生について「教育学科生

反映させた。 
Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 

①点検作業の一環として、履修系統図の

原案を各学科で作成をした。                   
②点検作業で明確になった課題のうち、

次年度から取り組めるものと長期的対

応が必要なものを明確にした。 
③現状の進級要件を遵守し、また2021年

入学生からの変更を周知した。                  
④教務委員会において慎重な検討の上、

取り組みを継続した。卒業判定不合格

者の数については、学部内で要因と改

善策を検討し、学長へ報告をした。          
⑤キャップ制度については、慎重な検討

の上、取り組みを継続した。                   
⑥不開講科目の削減に努めた。また、学

則変更などに起因する科目の不規則な

展開が表面化したため、今後、より計

画的な対応の必要性が確認された。 
⑦各学科で、取り組みを継続した。                   
⑧国際交流語学学習センターへ学科案を

提出した。学外機関のプログラムによ

る「海外研修」の単位認定について

は、手続きの明確化を教授会から総合

講座国際交流部会に依頼をした。 
⑨⑩各学科で、取り組みを継続した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[心理学科] 

・大学院教育との連続性や系統的かつ効

率的な学部教育の在り方を踏まえたカ

リキュラムの見直しを検討した。学科

教員の科目担当数の多さを考慮し、科

目の統合やクラス数を少なくし、教員

の負担軽減に努めた。他方、従来の教

育効果を可能な限り担保できるよう

ICT教育の導入など授業方法の拡充に

も努めた。 
・大学科科目数や授業実施形態について

検討し、可能な限り教員の負担軽減に

つとめた。   
・臨床心理学実践領域：公認心理師科目

である「心理演習」と学科選択必修科

目である「臨床心理学実験実習」の内

容と連続性について精査した。来年度

も継続して検討する。 
・クラウド・コンピューティングを活用

し、セキュリティ管理の上で、ICT教

育の拡充を進めた。 
①「心理学実験」「基礎・応用心理学実

験」などの実習科目において、教育に

かかわる資料（教材や動画）・課題を学

科内の教員と学生で共有した。その結

果、新型コロナ感染拡大化の状況下に

おいても、学生の予習・復習の機会を

確保することができた。 
②課題内容と提出締切管理を共有し、容

易かつ正確にスケジュール管理可能に

しつつ、遠隔地でも提出できるよう環

境を整備した。 
[教育学科] 

①2019年度以降入学生について「教育学
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用教職課程カリキュラムマップ」に基づき計

画的な対応を行う。 
②教職課程科目については教職センターと連携

して文部科学省「教職課程コアカリキュラ

ム」に対応したシラバス作成を行う。 
③茨城県教員採用試験形式変更および幼稚園教

諭一種免許状再課程認定移行措置終了に対応

する学則等変更を行う。 
④教職課程における自己点検・評価の義務化に

対応する科目運営方法について検討する。 
⑤2022年度以降入学生を対象とする教職課程

新設科目「ICT教育の理論と方法」（仮称）

の開講に向けた検討する。 
⑥初年次から「教育実習」の事前指導まで継続

的に、電子黒板・タブレットの活用方法につ

いて指導する。 
⑦「理科」や「総合的な学習の時間の指導法

（初等）・（中等）」などにおいて、多様な

ICTを活用した授業科目の効果について検証

する。 
⑧学科生の ICT活用スキル調査を行い、今後

の ICT活用科目の拡大について検討する。 
 

 

 

 

 

 

[現代社会学科] 

①学科基本科目のカリキュラム展開を検証し、

授業内容及び科目間の相互関係について、学

科の共通理解事項をまとめる。  
②学科基本科目と選択必修科目、卒業研究科目

において学修成果の評価結果を検証する。 
③教員のチームテーチングを取り入れ、きめ細

かい学習支援を行う。 
④グループワーク、ディスカッション、発表を

授業に取り入れる（対面・遠隔）。 
⑤学科専攻科目のカリキュラムにおいて、学習

習慣を促す授業を実践する。 
⑥対面・遠隔授業において、自己学習管理のた

めのEラーニング導入のとりくみを深化さ

せる。 
⑦学修成果を可視化するために学修ポートフォ

リオの作成を促す。 
⑧国家試験受験対策として、オンライン教材を

導入し、その効果を検証する。 
 

 

 

 

 

[コミュニケーション学科] 

①新カリキュラム案に沿った履修系統図を作成

する。 
②新カリキュラム案に沿った新たな資格の導入

準備を行う。 
③資格取得のための遡及の手続きなど、旧カリ

キュラムで学修する学生への対応を行う。 
④学生の意欲と主体性を養う工夫をし、その取

り組みなどを学科内で共有する。 
⑤アクティブ・ラーニング型授業により、授業

内の教員・学生間コミュニケーションを活性

化する。 
⑥2020年度に培った遠隔形式の授業スキルの

対面形式への還元と、対面形式との併用を積

極的に推進する。 
⑦学科専任教員の管理のもと、K棟1階実習

室で自主学習を進める環境を整備する。 
⑧ICT技術を活用して「体験する」授業を実験

科生用教職課程カリキュラムマップ」

に基づき計画的な授業運営・履修指導

を行った。 
②教職課程科目については教職センター

と連携して文部科学省「教職課程コア

カリキュラム」に対応した履修系統

図・シラバス作成を行った。 
③茨城県教員採用試験形式変更、幼稚園

教諭一種免許状再課程認定移行措置終

了、「『令和の日本型学校教育』を担う

教師の人材確保・質向上プラン」に対

応する学則等変更を行った。 
④教職課程における自己点検・評価の義

務化に対応し、単位の実質化を図っ

た。 
⑤2022年度以降入学生を対象とする教職

課程科目「ICT教育の理論と方法（初

等）」「ICT教育の理論と方法（中等）」

を新設した。 
⑥標準履修年次1年次の科目において、

電子黒板・タブレットの活用方法につ

いて指導する機会を設けた。 
⑦「理科」や「総合的な学習の時間の指

導法（初等）・（中等）」などにおいて、

多様な ICTを活用した授業科目の効果

についてヒアリングを行った。 
⑧BYOD端末の導入について検討し、仕

様選定等を行った。 
 [現代社会学科] 

①CPをもとに基本科目のカリキュラム展

開を検証し、シラバスの統一的記述に

繋げた。 
②卒業研究科目において、達成度試験を

実施し、結果を検証した。  
③演習においてチームティーチングを採

用し、学習支援体制を整えた。 
④卒業研究科目においてグループワー

ク、ディスカッション、発表を多様し

た。また、遠隔授業科目ではフォーラ

ムを活用し、ディスカッションを行っ

た。 
⑤演習において、卒業研究科目に繋げる

ために必要な事項について繰り返し学

修を重視した。 
⑥学生がオンラインで課題提出を確認で

きることで、自己学習管理をすすめ

た。 
⑦演習において、学修ポートフォリオの

作成を促した。 
⑧国家試験受験対策のためのオンライン

教材を導入した。年度末に効果検証の

まとめを行う。 
 [コミュニケーション学科] 

①2022年度からの新カリキュラム案に沿

って履修系統図を作成した。 
②2022年度からの新カリキュラム案のコ

ンセプトに合致する ICCO（文化交流

創成コーディネーター）資格の導入手

続きを行った。 
③2022年度からの日本語教師養成科目の

うち、2021年度入学生が日本語教育実

習を履修可能になるよう、旧カリキュ

ラムで学修する学生への対応を行っ

た。 
④学生の意欲と主体性を養う工夫 
・常磐大学国際交流語学学習センター主

催第7回 TOKIWA SPIRIT 外国語プ

レゼンテーションコンテスト（オンラ

イン）に3名（英語）が出場した。 
⑤授業内の教員・学生間コミュニケーシ
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Ⅱ-A-3 教育課程は、大学設置

基準にのっとり、幅広く深い

教養及び総合的な判断力を培

うよう編成している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的に実施する。 
⑨学生自身が学習成果を可視化できることを目

的とし、学修ポートフォリオの作成を促す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

①関東信越厚生局の指導に従い新たな栄養学教

育モデル・コア・カリキュラムに則したカリ

キュラム作成し、カリキュラム改訂に備え

る。 
②多様な社会ニーズ呼応できる管理栄養士養

成・教育の推進を目指しながらも柔軟に対応

し各実習施設での臨地実習を計画する。 
③学生授業アンケートの結果を踏まえ、学生の

意欲と主体性を養う授業の工夫を各教員が実

践する。 
④学生の積極的に発言できる環境を提供してい

く。          
⑤実験・実習においては、グループワークと発

表会を実施し、ディスカッション能力を養成

する。 
⑥e-ラーニングを積極的に活用し、授業の双方

向性を向上し学生の学習アクティビティーを

高める。 
⑦継続的にコンピュータ演習室を整備し、多機

能栄養計算ソフトなどを充実させ、専門科目

での実習・演習、学生の自主学習をサポート

する。 
⑧4年生の国家試験受験対策として、オンライ

ン教材等を導入する。 
----------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［総合政策学部］ 

・CPの見直しを行う。 

 

 

 

Ⅱ-A-3［総合講座］ 

・科目編成について再点検し、大学のDPに基

づいた、より適切な科目編成を目指す。その

際、履修系統図を作成し、科目と学修成果と

の関係性の可視化を行った上で再点検を行

う。（2022年度または2023年度のカリキュ

ラム変更に向けて準備を進める）。 
（１）教養科目：教養教育の重点項目の見直し

を行う。「６つの系の分類」「履修の順次性」

「学科専攻科目との教育内容の整理」などの

再点検により、必要に応じてカリキュラムを

変更する。 
 
 
 
（２－１）言語科目：4年度目を迎えるFTEC
の見直しを行う。とくに上級英語の到達目

標･科目配置の整理を行う。 
１）英語 Iに関しては、FTECWGが主体とな

って文法説明動画を作成し、対面＋オンライ

ンによる授業のハイブリッド化を図ること。 

ョンを活性化 
・コミュニケーション演習Ⅱにおいて、

ルーブリックを用いた学生による相互

評価を実施した。 
・英語コミュニケーション演習Ⅱなどの

授業では、発表やディスカッションを

行った。 
・Advanced English (Speaking)ではプレ

ゼンテーションを行った。 
⑥オンラインと対面の併用 
・ICTを活用した遠隔授業および連絡体

制を整え、学生と多様な方法でコンタ

クトが取れる体制を構築した。 
・コミュニケーション演習ⅠでのPC持

ち込み 
・配慮が必要な学生に対して、一部授業

でハイブリッド形式を取り入れ、満足

度の高い受講を可能にした。 
[健康栄養学科] 

①モデル・コア・カリキュラム活用WG
を編成しカリキュラム改訂の検討を始

めた。 
②コロナ禍の影響で臨地実習の受入が困

難となる中、学内・臨地のハイブリッ

ド、オンライン等をまじえ柔軟に対応

し臨地実習を行った。 
③コロナ禍でも管理栄養士として着実

に知識を学び取るために専門科目の

「公衆栄養学実習」「給食経営管理実

習」「公衆衛生学実習」等でアクティ

ブ・ラーニング型授業を実施した。                                         
④コロナ禍により対面でのコミュニケ

ーションの機会は減少したが、遠隔

での面接を実施して学生の状況把握

に努めている。                                                  
⑤多くの制限の中、実習、実験実習を

対面型授業として行い、グループワ

ークを実施し、学生の共働性やプレ

ゼンテーション能力の維持を図っ

た。 
⑥コロナ禍の影響によりe-ラーニング

の活用が飛躍的に向上した。 
 
------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［総合政策学部］ 

・DPと科目群との関連が明確になるよう

に履修系統図（図形式）を新たに作成

したことから、その履修系統図を反映

したCPとなるよう見直しを行った。 
Ⅱ-A-3［総合講座］ 

・大学のDPに基づいた科目編成の適切性

について、履修系統図の作成などの作業

を通じて各科目群で検討を行い、教養科

目、語学科目ではカリキュラムの変更を

決定した。 
 
（１）教養科目：大学のディプロマポリ

シーに基づき履修系統図を作成した。

適時、履修系統図の改善を行ってい

る。2023年度カリキュラムの変更案も

作成した。「６つの系の分類」「履修の

順次性」「学科専攻科目との教育内容の

整理」などを検証し、2024年度以降の

カリキュラム案の検討も行った。 
（２－１）言語科目：以下に記したよう

に、FTECに関しては授業のハイブリ

ッド化を進め、「上級英語Ⅰ～Ⅳ」に関

しては、「選択英語A･B･C」として抜

本的な改革案を策定し、2023年度から

実施することとした。 
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２）英語 III&Vに関してもFTECWGが主体

となって学習成果をよりきめ細かく測定・評

価出来るようReview Quizの開発をするこ

と。 
３）英語 I、III＆Vに関しては、ICTタスクフ

ォース所属の教務委員が主体となってクラス

ルームの管理・運営を行い共通英語授業のハ

イブリッド化をサポートすること。 
４）外部試験CASECに関して試験実施グル

ープが主体となって、コロナ禍の下での安全

な試験の実施方法及び公正な単位認定制度の

在り方について検討すること。 
５）上級英語改革に関して、共通英語に関する

枠組みであるFTECに接続する新たな上級

英語の枠組みをFTECWG及び教務委員が

主体となって検討すること。 
６）FTEC開始以降３年間の成果のCASEC
等についての量的な分析を行うこと。 

７）同様に、シラバスの改善等を含む成果の質

的な分析を行うこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２－２）言語科目：｢第２外国語｣について

DPの中での位置づけを明確化した上で、科

目編成方針や実施方針を検討する。：多様な

言語に関して、きめ細かく段階的に設定され

た授業を安定的に開講することを目標とす

る。 
１）スペイン語に関しては、フランス語同様

に、I~IVレベルの隔年開講案を策定するこ

と。 
２）中国語に関しては、III&IVレベルに関し

て隔年開講案を策定し、開講状況を安定的に

するよう図ること。 
３）ドイツ語及び韓国・朝鮮語に関しては、履

修者数のデータを分析する限り各レベル常に

開講されているが、履修継続率の改善を図る

余地があり、その点について改善案の策定を

すること。 
 
 
 
 
 
 
（３）全学基本科目：学生の素養に拠るクラス

分けの教育効果を検討する。 
（４）キャリア教育科目：キャリア教育科目が

大学に導入されたのは、卒業生が社会の中で

活躍するための能力が、社会から求められる

ものと乖離しているという経済界からの指摘

があったことによる。そのミスマッチに対応

するためには、教員あたりの学生数を減ら

し、丁寧な指導が必要となる。そのため、①

キャリア教育科目を担当できる教員を増や

す、②学部または学科ごとにキャリア教育を

おこなう基礎科目を導入する、などの方策を

検討する。 
 
 
 
 
（５）特別企画科目：2022年度または2023

１）FTECWGが中心となって、「英語

I・II」に関して、文法説明動画を完成

させた。これによって授業のハイブリ

ッド化、及び授業の質の共通化が進行

した。 
２）FTECWGが中心になって、「英語

III・VI」に関して、受講生の能力によ

り適合するようReview Quizの内容の

改善を行った。 
３）ICTタスクフォース所属の教務委員

が「英語 I～VI」に関して、クラスルー

ムを運営・管理して授業のハイブリッ

ド化が部分的に実現された。 
４）外部試験CASECに関して、コロナ

禍において安全な試験実施を実現し

た。また、単位認定制度も試験の実施

方法の信頼性を確保することで維持し

た。 
５）上級英語改革に関しては、教務委員

中心にFTECWG、及び選択英語科目

担当予定者等がサポートする形で改革

案（選択英語）を策定した。 
６）FTECの成果の量的な分析に関して

は、検証の枠組みを検討中である。 
７）FTECの成果の質的な分析に関して

は、昨年度の全面遠隔授業のケースと

異なり、今年度は授業のハイブリッド

化を進めて来たことが成果として指摘

できる。 
（２－２）言語科目のうち第２外国語に

関しては個別の言語毎に、授業の安定

的な開講を目的として掲げ具体的な策

を講じた。 
１）スペイン語に関しては、2023年度か

ら「スペイン語 I」(スペイン語総合

１)、「スペイン語 II」（スペイン語会話

１）を春セメ、「スペイン語III」（スペ

イン語総合２）、「スペイン語 IV」（ス

ペイン語会話２）を秋セメに隔年開講

することを策定した。 
２）中国語に関しては、2022年度から、

「中国語 I・II」を３コマ通常開講、

「中国語 III・IV」を各１コマ2022年

度から隔年開講する案、また「中国語

I・II」に関しては、「中国語III・IV」
が隔年で休講となる年度に隔年各１コ

マ開講する案を策定した。 
３）ドイツ語及び韓国・朝鮮語に関して

は、2022年度から授業内容を、これま

でのスキル系に加えて文化面の充実を

図り、学生の関心を幅広く喚起するこ

とを検討した。 
（３）全学基本科目：大学のDPに基づ

き履修系統図を作成した。 
（４）キャリア教育科目：①キャリア教

育科目を担当できる教員を増やすこと

については、2021年度に新任の2人の

先生を加えることができた。一方、必

修科目のクラスあたりの人数が100人

前後となっているため、グループ・デ

ィスカッションの運営などが困難な状

況もあった。引き続きクラスあたりの

学生数を減らして丁寧な指導ができる

体制を求めたい。②１年次の必修科目

として基礎的なキャリア教育をおこな

った上で、学部または学科ごとに専門

領域の特性に応じたキャリア展開を提

示する科目を導入することは引き続き

検討課題である。 
（５）特別企画科目：プロジェクト科目
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Ⅱ-A-4 授与する学位分野ごと

の入学者受入れの方針（アド

ミッション・ポリシー）を明確

に示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．入試広報 

（１）入試制度改革 

・多様な学生を積極的に受け

入れるための入試制度改革 
（２）広報活動の強化 

・Web 広報の充実 
・法人内進学者の確保 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度のカリキュラム変更に向けて検討を進め

る。 
 
（６）国際交流科目：国際交流科目に含まれる

日本語科目、留学生対象科目（日本事情・日

本研究）、海外研修について、留学生を含む

外国人学生の日本語力の向上、外国人学生と

日本人学生との共修の実現、日本人学生の海

外体験の促進を目指し、必要に応じて、カリ

キュラムの再編、変更を行う。また、派遣留

学をした学生が、協定校で取得した単位の本

学卒業単位への算入について、制度を整備す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）資格関連科目：それぞれの資格に係る教

育課程(学修成果の内容)とDPとの関係につ

いて整理し、必要に応じて科目群の改廃・学

科への移動等の検討を行う。 
 
 
 
----------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3［人間科学部共通] 

・履修系統図において、各学科における教養科

目の位置づけを明確に示す。 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-3［総合政策学部］ 

・DPと科目の関係を明確にする。 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学部共通] 

①学科が求める学生像を明確にし、充分かつ適

切な広報活動を行い、各入試制度において適

切な定員の確保に努める。         
②APと、各選抜に応じた課題、評価方法、評

価項目等の対応を再確認し、APの適切な具

体化を目指す。 
③感染防止に配慮のうえ、学科の学びを広く周

知できるオープンキャンパスの企画を検討す

る。また、広報内容を多角的に検討する。 
④常磐大学高等学校、智学館中等教育学校と連

携する活動に積極的に参加をする。 
[心理学科] 

・資格取得に関する質問・個別相談のための

Q&Aを作成する。 
 
[教育学科] 

①学科生へのアンケート調査に基づくオープン

キャンパスおよびガイドブック掲載内容の見

直しと、SNSを活用した広報の検討、SNS
広報マニュアルの策定。 

②本学ホームページにおける「教育学科ニュー

ス」の定期配信、および高校への郵送。 
 

[現代社会学科] 

・社会福祉の観点からも地域に貢献する人材と

なれる可能性を、本学ホームページ等を通じ

て伝える。 

の意義や目的の再点検の上で、必要に

応じてカリキュラム変更に向けた検討

を継続中である。 
（６）外国人学生の日本語力について

は、オンライン交換留学生1名が在籍

中に日本語能力試験N１に合格した。

外国人学生と日本人学生の共修につい

ては、交換留学生の来日がなかったた

め、留学生数が少なく実施することが

できなかった。一方で、一部の日本語

の授業に日本人学生がボランティアア

シスタントとして入った。留学生の日

本語学習をサポートする中で、日本人

学生も自文化・自言語を振り返り、お

互いに学び合う姿が見られた。日本人

学生の海外体験については、コロナ禍

のため、海外研修はすべて中止となっ

た。しかし1名が、外部団体主催のオ

ンライン海外研修を受講するため単位

認定を申請した。派遣留学はほとんど

の国が中止となったが、韓国へは1名

が1年間、3名が1セメスターの留学

を果たした。協定校で取得した単位の

本学卒業単位への算入については、こ

れまでの個別認定に加えて、学科ごと

に複数科目を包括認定する可能性の検

討を始めた。 
（７）資格関連科目：各資格担当者が、

資格に係る教育課程(学修成果の内容)と
DPとの関係について整理点検し、シラ

バスに反映させた。また、文部科学省

令に沿って必要な科目が開設されてい

ることから、現時点で科目の改廃など

が必要ないことを確認した。 
------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3［人間科学部共通] 

・教養科目（必修）については、学科の

履修系統図内に位置付けた。 

---------------------------------- 

Ⅱ-A-3［総合政策学部］ 

・DPと科目の関係を明確にするため、履

修系統図（表形式）を作成した。 

Ⅱ-A- 4［人間科学部共通] 

①2021年度の入学者数は、1年生423
人、編入生1人である。                  

②入試委員会を中心に議論を進めた。                  
③オープンキャンパスやHP,パンフレッ

ト等を通じて、学部学科の広報に努め

た。 
④面接練習や模擬授業などを通じて、連

携を継続した。 
 
 
 
[心理学科] 

・資格取得に関する質問・個別相談のた

めのQ&Aを作成し、来学者の学びの

イメージ向上に努めた。 
[教育学科] 

①学科生へのアンケート調査に基づき、

オープンキャンパス、ガイドブック掲

載内容を見直し、教育学科SNS運用ガ

イドラインを策定してSNSを活用した

広報を試行した。 
②「教育学科ニュース」の内容を検討し

た。 
[現代社会学科] 

・オープンキャンパスを通して現代社会

の幅広い学びを伝える機会を提供し

た。社会福祉を通した地域に貢献する
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Ⅱ-A-5 授与する学位分野ごと

の学習成果は明確である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A-6 学習成果の獲得状況を

量的・質的データを用いて測

定する仕組みをもっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・学修成果の可視化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

・学科独自の「健康栄養ホームページ」を充実

させ、在校生および活躍している卒業生の声

等により、学科の魅力をアピールし、入学希

望者確保に向けた広報活動を継続する。 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-4 ［総合政策学部］ 

・APおよび入試制度の見直しを行う。 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 5［人間科学部共通] 

・DPに記載されている「技能・態度」の側面

をより具体化し、それを適切に把握する指標

を検討する。 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-5［総合政策学部］ 

・学習成果を明確にするため、汎用型の成績評

価指標を検討する。 
----------------------------------------- 

Ⅱ-A-5、Ⅱ-A-6［看護学部］ 

①現在、学科・学部として定めている学習成

果、コンピテンシー、卒業到達目標、看護技

術の獲得状況、OSCE（3，4年次）：看護実

践能力獲得状況、国家試験合格率の評価項目

でよいかを検討したうえで、学習成果の評価

を実施する。（Ⅰ-B-2 再掲） 
②学科・学部として学習成果項目を確認し、適

切な方法で実施する。（Ⅰ-C-2 再掲） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-A-6［総合講座］ 

（１）学修成果と成績評価を可視化するために、

ルーブリックによる成績評価基準を作成し、

2022年度シラバスに反映させる。 
（２）授業評価アンケートの結果を、部会ごと

に検証し、授業改善に結びつける方策を策定

する。 
 

 

 

 

 

 

 

道を広報する手法については継続して

検討する。 

 

 

 

 

 

------------------------------------- 

Ⅱ-A-4 ［総合政策学部］ 

・APについては検討を継続する。入試制

度に関しては、総合型選抜において課

題、作文を課すことでより正確な学力

をはかることができるよう、実施内容

を見直した。 

Ⅱ-A- 5［人間科学部共通] 

・各学科で検討を継続した。 

 

 

------------------------------------- 

Ⅱ-A-5［総合政策学部］ 

・汎用型の成績評価指標を検討は次年度

に検討することとした。 
------------------------------------- 

Ⅱ-A-5、Ⅱ-A-6［看護学部］ 

①学科・学部独自に学習成果を評価する

項目について点検を実施した。結果、

以下の項目であることを確認した。学

習成果は、教育目標・目的に基づくも

のである。 
《卒業時の達成状況》 
・看護師国家試験は、4年生85名全員が

受験し、81名合格（合格率95.2％）で

あった。全国の合格率は91.3％（新卒

では96．5％）であった。 
・保健師国家試験は、保健師コース選択

の学生20名全員が受験し、17名（合

格率85.0％）であった。全国の合格率

89.3％（新卒者では93.0％）であっ

た。 
・養護教諭第1種免許状は、選考した3
名全員が取得した。教員選考試験は、

１名が受験し不合格であった。 
・コンピテンシーの獲得状況、看護技術

の達成度、卒業時達成目標について

は、データを収集している。今後、分

析・評価していくことが課題である 
《学修過程における評価として》 
・OSCEを3年生の領域実習開始前と4
年生の統合実習終了後の時期に実施し

ている。分析・評価は今後の課題であ

る。（Ⅰ-B-2 再掲） 
②学習成果項目について、データを収集

した。データの分析・評価は進行中で

ある。これらを活用して、PDCAを展

開し、教育の質を充実・向上させてい

くことが課題である。（Ⅰ-C-2 再掲） 
Ⅱ-A-6［総合講座］ 

・学習成果と成績評価の可視化について

は、全学自己点検･評価委員会の方針と

して、2022年度に成案を作成すること

になったため、以下のような予備的検

討を行った。 
（教養科目） 
学修成果と成績評価の可視化に関して

は、科目群の性質を考慮し、ルーブリッ

クに拠らない評価の在り方も検討する。

授業評価アンケートの結果をもとに、課

題等の検討を行う。 
（全学基本科目） 
「学びの技法」では、ルーブリックに拠
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----------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [人間科学部共通] 

①各時点において標準的に期待される取得単位

数を学生に明示し、そのうえで、GPA,単位取

得率に基づいた学生指導を行う仕組みを検討

する。                                          
②進級率、留年率、退学率、休学率に基づいて、

学習成果の獲得困難要因を把握し、カリキュ

ラム運用を検討する。           
③卒業研究科目について、ルーブリック評価を

継続し、その適切性を検討する。       
④期待される特定の進路がある学科において

は、学生の実際の進路との一致の程度を測定

する。                      
⑤外部試験により、DP に定める学習成果の把

握（能力の測定）が可能か検討し、そうした

外部試験がある場合には、その特定と今後の

利用について検討する。               
⑥国家資格試験、教員採用試験等の合格率を把

握し、その評価と結果の公表を、継続する。                     
⑦DP に定める能力のエビデンスの一つとして

用いることができる資格、免許を特定し、そ

の資格、免許取得者数を公表する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る成績評価基準が作成されていたので、

これを検証した。「学びの技法」では、各

セメスター終了時、独自アンケート調査

の結果や成績評価結果を点検評価し、報

告書等を作成し、報告会を開催した。「学

びの技法Basic」クラスの結果を検証し、

2022年度もこれを継続することとした。 

------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [人間科学部共通] 

①② 各学科で検討を継続した。                   
③ 恒常的に実施している。        
④⑤⑥⑦ 学科の学びが資格・免許や進路

と結びつく学科を中心的に、検討を進め

た。 
[心理学科] 

①公認心理師受験資格取得対象科目のう

ち、演習・実習科目受講のための成績基

準を明示し受講希望者と共有した。 
②-1 進級判定にかかわる2年次実習科目

の成績基準を明示し、受講生と共有し

た。 
②-2 実習科目において、課題成績・出席

状況を毎週確認し、進級が困難になりう

る学生にはあらかじめ情報を共有し、別

途サポートを行った。 
②-3 課題を習熟度別に行えるよう検討

し、一部、実施した。 
[教育学科] 

①2019 年度以降入学生について「教育学

科生用教職課程カリキュラムマップ」に

基づき計画的な授業運営・履修指導を行

った。 
④2020年度卒業生の就職希望者53名中、

教育・学習支援業への就職者 31 名、教

育・学習支援業への就職率 58.8%であ

る。 
⑤教職センターと連携して教員採用試験

全国公開模試の利用方法について検討

した。 
⑥教員採用試験合格率、小中学校教員志望

者就職率についてガイドブックおよび

オープンキャンパス、出張講義（2021年

度45件）で公表した。 
⑦2021年度卒業生66名中、教員免許取得

者は 47 名、教員免許取得率は 71.2%で

ある。 
[現代社会学科] 

①教務相談、アドバイザー面談、ゼミナー

ルにおいて、GPA,単位取得率に基づい

た学生指導を行った。                                          
②進級率、留年率、退学率、休学率に基づ

いて、学習成果の獲得困難要因を個別面

談などを通して把握した。学科で把握し

た学習成果の獲得困難要因をふまえて、

2023年度学則改正案へとつなげた。 
③卒業研究科目について、ルーブリック評

価を継続した。その適切性について、学

科会議で検討を始めた。 
④資格課程を履修した学生の資格と実際

の進路との一致の程度を測定するため

に、学科会議で情報共通を進める。         
⑤外部試験により、DP に定める学習成果

の把握（能力の測定）が可能か学科会議

で検討を開始した。               
⑥国家資格試験、教員採用試験等の合格率

を把握し、その評価と結果の公表を、継

続する予定である。                     
⑦DP に定める能力のエビデンスの一つと

して用いることができる資格、免許の特

定について、学科会議において検討し
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Ⅱ-A-7 学生の卒業後評価への

取り組みを行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
Ⅱ-B -1 学習成果の獲得に向

けて教育資源を有効に活用し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（１）修学支援 

・情報メディアセンター（図

書館）の開館時間延長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-6［総合政策学部］ 

・学習成果の獲得状況を分析するため、汎用型

の成績評価指標を検討する。 
 
Ⅱ-A- 7［人間科学部共通] 

・卒業後評価の対象とするべき学生の進路先

（企業等）について、各学科で検討を開始す

る。 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-7［総合政策学部］ 

・就職先に卒業生についてのアンケート調査を

実施することを検討する。 

----------------------------------------- 

Ⅱ-A-7［看護学部］ 

①2021年度に1回生の卒業となるため、今後の

卒業後評価への取り組みを検討する。 
 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
Ⅱ-B［総合講座］ 

＜キャリア教育科目の学修を通じた取り組み＞ 

・低学年のインターンシップ参加を促進するた

めに、どの学科からも受講しやすい時間割設

定を検討すると共に、履修ガイダンスを充実

させる。 

・就職活動で学生がとまどう電話やメールの方

法、業種や職種の選び方、ウェブテスト対応

などの支援について更に充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国際交流科目の学修を通じた取り組み＞ 

 

た。 
[コミュニケーション学科] 

①教務ガイダンスにおいて，各学年で取得

することが望ましい標準単位数を示し，

無理のない履修登録をするよう指導し

た。1 年生については、アドバイザーが

全担当学生の時間割を確認した 
⑤教職課程登録者については、教育実習を

行うにあたり、外部検定試験で取得すべ

きスコアや合格すべき基準を設けた。辞

退者も含め、登録者のスコアの変化を把

握し、指導に利用する。 
⑦入学時、1 名が教職課程に登録したが、

2年生終了時で辞退したため、2021年度

卒業生 49 名のうち、教職免許取得者は

0名であった。 
[健康栄養学科] 

①各セメスター履修登録時に履修相談を

行い、適切な履修計画を指導した。 
④⑤⑥⑦、ゼミナール単位で把握した進

路、国家試験合格状況等は学科で集約

し、広報を通じて公表している。 
------------------------------------- 

Ⅱ-A-6［総合政策学部］ 

・学習評価を明確にするための汎用型の

成績評価基準の検討は、次年度に継続

する。 

Ⅱ-A- 7［人間科学部共通] 

・一部の学科では、組織的検討の段階に入

っている。 

[現代社会学科] 

・学科内で学生の進路について情報共有す

ることの検討を始めた。 

[健康栄養学科] 

・卒業後の進路状況を学科で集約し、領域

ごと、業種ごとの動向を把握に努めてい

る。 

------------------------------------ 

Ⅱ-A-7［総合政策学部］ 

・就職先に卒業生についてのアンケート

調査を実施することを検討した。 

------------------------------------- 

Ⅱ-A-7［看護学部］ 

①学生の卒業後評価をどのように実施す

るか検討したが、予算も含め大学との調

整ができていない。必要な事項であり、

検討を継続していく。 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
Ⅱ-B［総合講座］ 

＜キャリア教育科目の学修を通じた取り

組み＞ 

・キャリア教育科目の履修ガイダンス

は、年度始めの全学共通科目の中に入

っているため、個別のガイダンスはお

こなっていない。その代わりに、秋セ

メスターの１年次の必修科目「キャリ

ア形成と大学」終了時に、次に選択で

きるキャリア教育科目の紹介をおこな

うことで学生への周知を図る。 
・就職活動で必要になる電話やメールの

方法については、インターンシップの

授業で個別対応することで学生からの

評価は高いことが確認できた。キャリ

ア支援センターが開催する講座や各学

科のゼミナールでの指導も効果がある

と考えられる。ウェブテストについて

は、竹びとSPIの説明の中で紹介して

いく方向で検討している。 
＜国際交流科目の学修を通じた取り組み

＞ 
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（１）日本学生支援機構の海外留学奨学金（協

定派遣）を申請、獲得し、協定校への派遣留

学を促進する。 

 

 

（２）日本学生支援機構の海外留学奨学金（協

定受け入れ）を申請、獲得し、協定校からの

留学生受け入れを促進する。 

 

（３）本学の「海外研修参加奨学金制度」をも

とに、学生の海外研修を促進し、海外経験を

持つ学生の裾野を広げる。 

（４）正課の学習と関連付けた海外研修プログ

ラムを開発し、海外経験を学生の将来につな

げる道筋を作る。 
 
------------------------------------------ 

Ⅱ-B -1 [人間科学部共通] 

①シラバスに示した成績評価基準を着実に活用

する。                       

②授業アンケートへの各教員のフィードバック

を徹底し、必要に応じて結果を学科で共有

し、授業改善に活用をする。                   

③進級要件科目、卒業研究科目に加えて、学修

プログラム全体の目標に直結する科目群を設

定し、学生によるそれらの科目の履修状況を

学科内で共有し、支援のための連携を図る体

制の構築を目指す。                       

④学生の単位認定状況を把握し、退学者、留年

者、休学者の減少に努める。 

⑤履修相談、成績問い合わせには丁寧に回答す

る。 

⑥図書館の本を借りることを推奨する。 

⑦成績不振学生には、きめ細かな相談にのる機

会を設定する。 

[心理学科] 

⑤学科表彰、受講生による相互評価など様々な

学習成果の視覚化を行う。 

⑥進路希望別にきめ細かい説明会を実施する。  

⑦大学院生の研究への協力機会を通して、学術

的な好奇心を刺激すると共に、具体的な実

験・調査計画の立て方などを学べるよう橋渡

しをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[教育学科] 

⑤入学前スクーリングにおけるピアノレッス

ン、地理・日本史確認テストの実施および成

績不振者への指導    
⑥学科表彰制度の創設に向けた検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）今年度、当該奨学金が当初採択と

なっていたが、コロナ禍のため、9か月

未満の留学は採用外とされ、本学で利

用できる学生はいなかった。来年度の

継続は採択された。 
（２）来年度に向けて、2件のプログラム

を申請したが、追加採択CとDの判定

となった。来年度後半に採択の連絡が

来る可能性がある。 
（３）1名の学生が外部団体主催のオンラ

イン海外研修を受講するため、申請し

た。 
（４）国際交流科目会議の海外研修グル

ープ会合において、学科の特性に合わ

せた海外研修プログラムの開発につい

て検討を続けている。 
------------------------------------ 

Ⅱ-B -1 [人間科学部共通] 

①②③④ 各学科で取り組みを継続し

た。学部として、卒業判定不合格者の単

位認定状況を把握し、不合格要因を把握

した。 

⑤⑥⑦ 各教員及び各学科で取り組みを

継続した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[心理学科]  

②実習科目に対し、WEBアンケートを学

科独自に実施し、授業評価・到達・取

り組み度を確認し学科内で共有した。 
③学科独自アンケート結果をふまえ、来

年度の授業体制に習熟度別指導の可能

性を検討し一部取り入れることができ

た。また遠隔地でも予習・復習ができ

るよう、ICT教育環境を強化した。 
⑤学科表彰、受講生による相互評価など

様々な学習成果の視覚化を行い、評価

結果のフィードバックも行った。 
⑥大学院受験希望者向け説明会など、進

路希望別にきめ細かい説明会を実施し

た。  
⑦大学院生の研究への協力機会を通し

て、学術的な好奇心を刺激すると共

に、具体的な実験・調査計画の立て方

などを学べるよう指導した。 
[教育学科] 

①成績評価および単位認定に関する状況

について学年及び取得予定免許種など

を考慮して学生を選出し、ヒアリング

を行った。 
③標準履修年次2年次の「教育者への道

Ⅰ・Ⅱ」の出欠状況を共有し、欠席が

多い学生等へ対応した。 
④学生のセメスターごとのGPAについて

情報共有を行うと共に、アドバイザー

および学生支援委員による対応フロー

に基づいて成績不振者等に対応した。 
⑤3/7の入学前スクーリングにおけるピア

ノレッスン、地理・日本史確認テスト

を実施し、成績不振者へは学習習慣定

着のための指導を行った。 
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[現代社会学科]  

⑤学生の様々な学修成果を学科表彰等を通して

可視化することの継続。  
⑥必修科目後の時間を活用し、担当アドバイザ

ーと学生が対面面談する機会を提供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[コミュニケーション学科]  

⑤学科会議で共有された各教員の授業の工夫

を、他の授業でも応用することで学生の勉学

の助けとする。 

⑦英語学習に関して個別面談を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

⑤セメスター間の休業期間に全学年に課題を設

定し、修学の到達度の確認をする。 
⑥授業終了後、ICTツールを活用し、学習の事

後確認を可能にする。 
⑦年度当初、臨地実習実施前など節目ごとに、

個別にガイダンスを行い修学へのモチベーシ

ョンの向上を図る。 
 
 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅱ-B-1［総合政策学部］ 

・情報メディアセンター等の利用率を把握し、

向上に努める。 
 
------------------------------------------ 

Ⅱ-B -1［看護学部］ 

①教務委員会を中心とした適切な履修をするた

めの支援 
②現在使用している学修環境（教育資源）、I-

pad、電子教科書、クラウド型教材（ナーシ

ングチャンネル、ビジュラン）、Moodleや
Google Classroom等の評価 

③桜の郷キャンパスにおける図書（消耗品も含

む）の整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥学科表彰制度の来年度からの実施に向

けて、成績優秀賞（主席・次席）・優秀

卒論賞・学科長特別賞などの設定を検

討した。 
[現代社会学科] 

①②成績評価に関連する課題を学科会議

で共有し、授業改善の方法について検

討した。                 
③学修プログラム全体の目標に直結する

科目群の設定について、WGによる検

討を開始する予定である。 
④学生の単位認定状況を学科会議で共有

し、可能な支援について検討した。 
⑤成績、卒論、学外活動で優秀な成果を

出した学生を卒業式、新年度オリエン

テーションの機会に表彰した。 
⑥担当アドバイザーと学生が面談しやす

いよう、必修科目のクラス分けを行っ

た。 
[コミュニケーション学科]  

④学科基本科目および必修科目を中心

に、単位認定状況を学科内で共有し、

保健室とも連携して、退学者・留年

者・休学者の減少につながるよう指導

した。 
⑤学科会議において、各教員の授業の工

夫について情報交換をした。 
⑥ICTツールを活用し、英語学習に関す

る個別面談・個別コーチング、留学

（トビタテ!留学JAPANへの応募、交

換留学など）に関する面談を行った。 
[健康栄養学科] 

⑤セメスター間の休業期間に全学年に課

題を設定し、ゼミ教員、アドバイザー

教員へ提出をさせ、修学の到達度の確

認をした。 
⑥授業終了後、ICTツールを活用し、学

習の事後確認を行うために科目により

小テストを行った。 
⑦年度当初、臨地実習実施前など節目ご

とに、個別にガイダンスを行い修学へ

のモチベーションの向上を図る事を行

った。 
------------------------------------- 

Ⅱ-B-1［総合政策学部］ 

・「学びの技法」や「情報の処理」を中心

に、情報メディアセンターを利用する

課題を課し、利用率の向上に努めた。 

------------------------------------- 

Ⅱ-B -1［看護学部］ 

①履修ガイダンスに加え、履修相談をメー

ルと対面（1年生のみ）で実施した。1年

生では、必修科目の登録漏れがあり、限

られて短い期間内における1年生の履修

登録か課題である。 
② 2020 年度の状況を踏まえ、未修得単位

を予防するためには、低学年での学修状

況のモニタリングと支援が課題と考え

られた。そのため、1，2年生を対象に学

修状況の調査を実施した。今後、さらな

る支援に役立てていく計画である。 
③ 電子教科書、クラウド型教材（ナーシン

グチャンネル、ビジュラン）等の使用状

況の評価を実施した。教材として継続す

るか否かの評価も含めて検討していく

計画である。 
④桜の郷キャンパスで開設されているか

授業科目および実習において、図書室

が適切に使用できるよう学生および教

員の意見を聞いて、整備した。学生の
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Ⅱ-B-2 学習成果の獲得に向け

て学習支援を組織的に行って

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２．学生支援 

（１）修学支援 

・学生の学修に対する意欲の

向上に資する支援の充実 
３．地域連携・国際交流 

（２）国際交流活動の充実 

・海外における大学間学術連

携協定校の新規開拓  

・「海外研修参加奨励金制

度」（仮称）の創設 
・正課の学修と関連性の高い

海外研修プログラムや海外

インターンシッププログラ

ムの開発 
・海外研修（個人参加型）の

履修者増加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ⅱ-B-2［全学的な取り組み］ 

（１）修学支援 
①2019 年度に策定した計画に基づき、「入学前

教育の取り組み」、「基礎学力補完のための取

り組み」および「正課の授業科目の教育内容」

等の連携を推進する。 
②各種奨学金制度の活用に向けた周知および支

援ならびに「高等教育の修学支援新制度」の

円滑な運用を促進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）国際交流活動の充実 

新型コロナウイルス感染症の状況を注視し

ながら、海外研修・交換留学プログラムの充

実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-B -2 [人間科学部共通] 

①学習の動機付けに焦点を当てた、メリハリの

あるガイダンスの実施を検討する。     

②速度の速い学生、優秀な学生に対する学習上

の配慮や学習支援を検討する。      

③編・転入学生への指導体制の整備。 

利用も増えている印象であるが、数値

化はできてない。 
Ⅱ-B-2［全学的な取り組み］ 

（１）修学支援 
①「入学前教育の取り組み」、「基礎学力補

完のための取り組み」および「正課の授

業科目の教育内容」等の連携 
2021年度は、次の諸点を踏まえて、入学

前教育（2022年度入学者対象）を実施し

た。 
・入学前教育の「大学共通課題」におい

て所定の基準に到達していることを、

「学びの技法 」（1 年次秋セメスター

必修科目）の履修の要件とする。 
・入学前教育の「大学共通課題」につい

て、入学時に所定の基準に到達してい

ない者に対しては、入学後も「基礎能

力アッププログラム」の取り組み等を

通じて，その達成を支援する。また、

基礎学力補完および就職試験対策に

関わる e ラーニング教材「竹びと

SPI」の取り組み状況を、「キャリア形

成と大学」（1年次秋セメスター必修科

目）の成績評価の一部に反映すること

により 、正課の授業科目の教育内容

との連携を図った。 
②「高等教育の修学支援新制度」の円滑な

運用 
・学内の各種奨学金と日本学生支援機構

奨学金を学生に案内するとともに、国

の「高等教育の修学支援新制度」およ

び新型コロナウイルス感染症拡大に

伴う「学びの継続のための『学生支援

緊急給付金』」に対応した。 
（２）国際交流活動の充実 
新型コロナウイルス感染症の世界的な

拡大を受け，多くのプログラムが中止とな

るなか、実施可能なオンライン交流会等に

注力して推進を図った。 
・交換留学制度 

派遣留学生として、韓国のみ3人派遣。

受入は、オンラインでの授業履修によ

り台湾より1人（1年間）。 
・韓国教育部国立国際教育院主催「日韓共

同高等教育留学生交流事業」 
韓国の協定校である大邱カトリック

大学を通して「日韓共同高等教育留学

生交流事業」（学部課程 1 年）奨学生

に採用された学生1人が、同大学に留

学した。 
・日本学生支援機構「海外留学支援制度（協

定派遣）」 
日本学生支援機構による「海外留学支

援制度（2022年度）」に、本学の交換

留学制度に係る2つのプログラムを申

請し、協定派遣に係るプログラムのみ

が継続採択された。 
・協定校学生とのオンラインによる交流 

アメリカ、韓国、タイ、台湾、カナ

ダおよびベトナムの協定校とオンラ

イン交流会を実施した。国際交流会

館の寮生については、過去の留学生

と交流会を行った。 

Ⅱ-B -2 [人間科学部共通] 

①ガイダンスや一部授業のオンライン化

が進み、そのメリット・デメリットに

ついて学科で把握を進めている。               

②③必要に応じて、各学科で取り組みを

検討した。 

④各学科で問題を抱えた学生について、
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④各学科で、アドバイザー制度の活用、個別

相談の実施、学生情報の共有、修学支援制

度の周知を行う。特に１，2年生、合理的

配慮が必要な学生に関しては、早期の問題

把握に努め、学生の状況把握、適切な働き

かけを行う。                         

⑤出席管理システムの改良により、学生の授

業参加情報を一元管理する体制構築が必要

であることを、学事センターを通じて上申

する。 

 
[教育学科] 

④問題を抱えた学生へのアドバイザーおよび学

生支援委員による対応フローの運用。 

 

 

 

 

 

 

[現代社会学科] 

④基礎能力アッププログラム未修了者への重点

的指導。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

④学科会議で授業における出席状況、実験実習

科目におけるレポート提出状況を確認共有し

学生対応を強化する。 進級要件充足の確

認、指導を徹底する。 

------------------------------------------ 

Ⅱ-B-2［総合政策学部］ 

・入学前教育、基礎学力補完のための取組み、

セメスターごとのアドバイザーからの指導の

連携を促進する。 
 
 
 
 
 
------------------------------------------ 
Ⅱ-B-2［看護学部］ 

①Ⅱ-B-1に挙げた①～③の教育資源の整備 
（Ⅱ-B-1 参照） 
②学年進行に沿った看護学科学修支援計画の実

施および評価（学修サポート委員会を中心と

した実施） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

必要な範囲で情報共有をし、対応をし

た。 

⑤出席管理システムの改良について、学

事センターを通じて上申した。 

 

 

 

[心理学科] 

②実習において一部の課題には、希望に

よって課題の困難度を複数用意し、柔

軟に学べるようにした。 

[教育学科] 

①ガイダンスの内容等を見直した他、

Classroomを活用して継続的に情報提

供を行った。 
③編入生用のカリキュラムマップを作成

し、編入生の履修指導に役立てた。 
④アドバイザーおよび学生支援委員によ

る対応フローに基づき、欠席が多い学

生等へ対応した。 
[現代社会学科] 

①教務委員、学科教員が協力して、ガイ

ダンスを実施するための検討を行う予

定である。 

②ゼミナール、必修授業を通して、学生

の把握に勤め、公務員試験勉強会への

参加を促す。 

④スクーリング、必修科目の授業を通し

て、指導した。 

[コミュニケーション学科] 

①学科会議においてガイダンスの内容と

日程の詳細なすり合わせを行い、それ

に合わせてオンラインか対面か適した

形式を採用するようスケジュールを組

んだ。 

②優秀な学生や勉学意欲のある学生に対

して、オンライン授業では多くの補助

資料・参考資料を提示し、能動的に学

習が進められるよう配慮した。 

[健康栄養学科] 

①現職の管理栄養士を職場から招き、管

理栄養士としての意識づくりの機会を

提供した。 

 

------------------------------------- 

Ⅱ-B-2［総合政策学部］ 

・入学前教育、基礎学力補完のための取組

みとしてeラーニングシステム「竹びと

ラーニング」を実施し、各学生の取組状

況について，入学前教育を担当する全学

学修サポート委員を通じて学科の各ア

ドバイザーと共有するとともに，入学後

の学修指導に活用した。その結果とし

て、1年生は全員が到達目標に達成した。 
------------------------------------- 
Ⅱ-B-2［看護学部］ 

①Ⅱ-B-1で挙げた①～④ 
②学科の学修サポート委員会が、国家試験

対策をコアとして計画している、各学年

の学修目標と計画を実施した。2021 年

度は、既存の医学書院 web の活用に加

え、3，4年生にはメディリンクの国家試

験対策（無料トライアル）を導入した。

定期的に国家試験模試を実施し、成績低

迷者には面談をして学修方法の確認・支

援を実施した。 
③上記②の一部として、）1年生を対象とし

た「チャレンジ看護学」は、3 月にオン

ライン開催した。 
④学修サポートの支援内容については、国
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Ⅱ-B-3 学習成果の獲得に向け

て学生の生活支援を組織的に

行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-B-4 進路支援を行ってい

る。 
 
 
 

 
 
２．学生支援 

（２）生活支援 
・学生の成長実感・足度の向

上に資する支援の充実（学

生満足度調査結果の活用を

含む） 
・生活環境の充実 
（３）課外活動支援 

・UNIVAS 加入とスポーツ

インテグリティの醸成  
・強化部の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（４）キャリア支援 

・低学年のインターンシップ

参加推進 
・就活新ルールに応じた就職

支援プログラムの開発 
 
 
 

 
 
Ⅱ-B-3［全学的な取り組み］ 

（１）生活支援 
2020 年度に実施した学生満足度調査の結

果を取りまとめ、調査結果を踏まえた改善の

ための取り組み状況等とともに公表する。 
 
 
 
（２）課外活動の支援 

新型コロナウイルス感染症の状況を注視し

ながら、課外活動の支援に取り組む。 
 

 

 

 

 

 

------------------------------------------ 

Ⅱ-B -3 [人間科学部共通] 

①オフィスアワー制度を継続する。 

②各種課外活動への参加を呼び掛ける。課外活

動奨励金の周知に努める。 

 

------------------------------------------ 

Ⅱ-B-3［総合政策学部］ 

・経済的に困窮している学生に対する奨学金制

度、就学支援制度の円滑な運用に向けた取り

組みを行う。 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅱ-B-3［看護学部］ 

①アドバイザー・学年担任・学生支援・教務が

一体となった学生支援の実施と評価 
②コロナ禍における健康管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-B -4 [人間科学部共通] 

①各学科の学びの特性をふまえ、キャリア形成

の意識を高める機会を提供し、キャリア形成

のための支援を継続する。                   

②キャリア支援センターと連携し、ゼミナール

単位で個別学生への就職相談、情報提供を適

宜実施する。                   

③教職センターと協力のうえ、教職課程履修の

卒業生に関しては、卒業後の教員免許の取得

状況、教員への就職についてフォローする体

制の構築に向けた検討を継続する。                     

④就職活動を開始しない学生への支援につい

て、各学科で検討を始める。                   

⑤学生に推奨する資格、免許の精査を行う。                     

⑥国家資格や免許の取得に向けた支援体制を充

家試験合格率も踏まえ評価していくこ

とが今後の課題である。 

Ⅱ-B-3［全学的な取り組み］ 

（１）生活支援 
2020 年度学生満足度調査で要望のあ

った無線LAN については増設工事を行

い、環境改善がなされていることを回答

した。同じく駐車場の台数増加について

は 遊休地のコインパーキング化を周囲

に働きかけることを回答した。 
（２）課外活動の支援 

コロナ禍の影響により、学生の課外活

動は学長が認めた団体のみ活動が可能

となった。学園祭は、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため模擬店販売を

中止とし、対面で1日のみ実施。翌日に

は学生たちの課外活動や学園祭の様子

を動画にまとめた、「オンラインときわ

祭」を配信した。 
------------------------------------- 

Ⅱ-B -3 [人間科学部共通] 

①オフィスアワー制度を活用し学生への

定期的な面接を実施し、適宜、緊急案

件にも対応をした。 

②取り組みを継続した。 

------------------------------------- 

Ⅱ-B-3［総合政策学部］ 

・経済的に困窮している学生が必要に応じ

て奨学金制度や就学支援制度の情報を

入手できるよう整備。これらの運用が円

滑に機能されるか見届けるのは今後の

課題となる。 
------------------------------------- 

Ⅱ-B-3［看護学部］ 

①大学の方針に従い、成績下位4分の１

の学生に対する面談を対象者全員に実

施できている。加えて、学科として、

学年始め、夏季休業前、学年終わりな

ど、全学生が2，3回／年のアドバイザ

ー面談をするようにスケジュールし、

学修生活の支援を実施した。支援の結

果がどのように結びついているかの評

価は、今後の課題である。 
②教務委員会が、各セメスター終了後に

単位修得状況の確認をして、再履修計

画の立案を対象学生実施した。 
③学生の状況については、学科会議等で

情報共有して支援している。必要に応

じ、関係者で話し合って進めている。 
④コロナ禍において、学修が継続できるよ

うに、自己の健康管理について説明（対

面やメール）するとともに、健康管理ア

プリMe tell を導入した。学生自身が、

毎日健康観察し記録するとともに、必要

時、教員が状況を確認している。 
Ⅱ-B -4 [人間科学部共通] 

①各学科で取り組みを継続した。 
②④キャリア支援センターと連携し、学

生の進路選択への支援を継続した。 
⑤DP、CPとの観点から、および広報の

観点から、学科単位で資格、免許等の

精査を行った。 社会教育主事課程、

社会福祉士国家試験受験資格課程の廃

止が決まったため、それに伴井2023年

度学則変更を実施した（教育学科、現

代社会学科）。 
⑥該当する学科で取り組みを継続した。 
⑦留学期間中に修得した単位について、

各学科における位置づけを確定した。 
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実させる。 

⑦各学科の履修系統図において、留学期間中に

習得した単位の位置づけを明確にする。 

[心理学科] 

①公認心理師科目履修者の中で、いったん一般

企業への就職を考えている学生には、必要に

応じてキャリアデザインの相談に応じる。 

⑥公務員試験への支援を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[教育学科] 

①教育学科OB・OGセミナーの開催       
②学科生に対するアンケート調査の実施および

教員以外の進路を希望する学生へのキャリア

形成支援  
③教員採用試験不合格者・一般企業志望者への

講師登録のサポート 
⑥-1 初年次段階で教員採用試験に係る模擬試

験を実施し、学生のフォローを行う。 
⑥-2 「教職設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」等におい

て、茨城県教員採用試験形式変更に対応した

科目運営を行う。 
⑥-3 公立幼稚園採用試験・保育士試験受験予

定者への学科（授業内外）における体系的な

支援方法について検討する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[現代社会学科] 

⑤-1 介護初任者研修の受講を推奨。      
⑥-2 早い段階からの、社会福祉士国家試験受

験のための自主的な学習会開催を推奨。             
⑥-3 公務員試験受験希望者への継続的な勉強

の場の提供。 
 

 

[コミュニケーション学科] 

①対面コミュニケーションに必要な基礎的スキ

ル向上のための演習を行う。 

⑥英語教職課程の資格取得の条件に関する周知

をおこない、資格の取得を支援する。 

⑦留学への参加に、海外学生との交流を深めら

れるよう支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[心理学科] 

①-1 .公認心理師科目履修者の中で、い

ったん一般企業への就職を考えている

学生には、必要に応じてキャリアデザ

インの相談に応じた。 
①-2. 公認心理師科目「心理実習」にお

いて、第1回心理実習報告会を実施

し、実習終了した4年生の報告会にこ

れから実習が本格化する3年生が参加

できる機会を設けた。 
②ガイダンスやゼミナールなどの場を活

用し、就職活動に積極的に取り組むよ

う指導し、支援を強化した。 
④-1 就職を希望しない学生について、ゼ

ミナール指導教員を通じて事情を確認

し、支援の必要が認められた場合には

共有した。 
④-2 様々な事情により、就職を希望しな

がら就職活動を開始できていない学生

に対しても、ゼミナール指導教員が対

応しながらも、必要に応じて学科で共

有し、個別に対応した。 
[教育学科] 

①2/19に、幼稚園・小学校・中学校・一

般企業・教育に関係する仕事（相談支

援専門員）の職に就いている学科卒業

生7名を招聘し、「OB・OGキャリア

セミナー」を実施した。2・3年生48
名が参加した。 

②OB・OGキャリアセミナーおよび講師

登録説明会の際に実施したアンケート

により学科生の進路状況、希望、悩み

などについて把握した。 
③10/4に2021年度教育学科講師登録説

明会をオンラインで開催した。 
⑥-1 標準履修年次2年次の「教育者へ

の道Ⅱ」において教員採用試験模擬試

験を実施した。 
⑥-2 茨城県教員採用試験形式変更に対応

し、教職教養を取り扱うことにより重

点化した「教職設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

の授業運営をそれぞれおこなった。 
⑥-3 来年度の実施に向け、公立幼稚園・

公立保育園を目指す学生を対象として

専門試験・履歴書作成・面接・音楽実

技対策を行う講座計画を策定した。 
[現代社会学科] 

⑥-1 オンライン及び授業機会を通じて、

研修について周知した。また個別相談

にも応じた。 
⑥-2 入門的なテキストを指定し月2回

程度、学習会を開催。 
⑥-3 一次試験合格の希望者に面接練習の

機会を提供した。 
[コミュニケーション学科] 

①ゼミナールⅠ、Ⅱにおいて、就職活

動に役立つスピーチ技法、オンライ

ン面接の特徴と注意点に関する指導

を行った。 
②コミュニケーション演習Ⅱの授業内

および卒業研究発表会のための準備

でプレゼンテーションの指導を行っ

た。 
⑥-1 教務委員と科目担当者が連携を図

り、ガイダンスや英語科教育法ⅠとⅢ

で資格取得の条件に関する周知を恒常

的に行った。 
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[健康栄養学科] 

①学科内に「就職委員会」を立ちあげて学科

会・メール等で情報共有して、就職率100％
の達成を目指す。 

②茨城県栄養士会の無料職業紹介所よりの管理

栄養士・栄養士等の求人情報収集の継続。  
④短大・大学連携同窓会「常磐栄養士会」と連

携して、卒業生より就職情報収集を継続する

とともに、早い時期から将来の職業像を意識

させる。  
⑥-1 科内に「管理栄養士国家試験対策委員

会」を置き、毎月開催して情報共有し、管理

栄養士国家試験合格率の増加。 
⑥-2 管理栄養士国家試験ガイダンスを実施し

学生に意識付けを行う。  
⑥-3 ゼミ教員が４年生に対して勉強する環境

づくりを支援する。  
⑥-4 4年生に対する国家試験対策科目の充実

を図るとともに定期的に模擬試験を実施し、

国家試験受験へのモチベーション強化を図

る。 
 

 

 

 

------------------------------------------ 

Ⅱ-B-4［総合政策学部］ 

・キャリア支援センターと連携し、ゼミ担当教

員からの就職支援を行う。 

・学生の資格取得を学部資格支援室で支援を行

う。 

・就職内定者、OB・OGとの意見交換会を実

施する。 

------------------------------------------ 

Ⅱ-B-4［看護学部］ 

①看護学科キャアリアサポート「TOKIナース

キャリア支援計画」に沿った支援の実施と卒

後進路についての評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥-2 資格取得の支援の一環として、国際

交流語学学習センターと連携して

TOEIC IPを実施し、英語科教育法Ⅰ

とⅢの履修者で教職免許取得希望者に

受験を促した。7名中、6名が受験し

た。 
⑥-3 資格取得についての意識の強化もね

らい，英語科教育法Ⅰ～Ⅳにおいて，

省察ツールである「言語教師のポート

フォリオ（英語教職課程編）」を導入し

た。 
⑦-1 常磐大学国際交流語学学習センター

主催の海外協定校とのオンライン交流

会に学生が参加した。参加人数は、大

葉大学（台湾）5名、カリフォルニア州

立大学フレズノ校（アメリカ）27名、

大邱カトリック大学（韓国）16名，チ

ェンマイ・ラジャパット大学（タイ）

11名、フエ外国語大学（ベトナム）12
名であった。 

⑦-2 コミュニケーション学科の2名が

韓国へ留学した。 
[健康栄養学科] 

①病院の就職面接を申し出た学生には、

ヒアリング後に学科から推薦状を添え

就職時のサポートを行った。 
②病院関連の複数の求人については学科

内で共有し求人情報の拡散をした。 
④就職状況リストを学科内で作成後、ゼ

ミ単位で就職未決定者の現状と今後の

動きを共有化し、学生へのフォロー体

制を図った。 
⑥-1 学科内に「管理栄養士国家試験対策

委員会」において、模擬試験からの成

績情報をもとに課題指導を行った。 
⑥-2 管理栄養士国家試験対策模擬試験後

にガイダンスを実施し、学生の不得意

科目分野の指導を行った。 
⑥-3 ４年生に対して勉強する環境づくり

を支援するために、新型コロナウィル

スに対応した形式にて、自学自習のた

めの環境を整えた。 
⑥-4 4年生に対する国家試験対策科目の

充実を図るとともに定期的に模擬試験

の実施を行い、また外部講師を招い

て、弱点科目分野についての講習を行

った。  
------------------------------------ 

Ⅱ-B-4［総合政策学部］ 

・キャリア支援センターと連携し、ゼミ担

当教員からの就職支援を行った。 

・学生の資格取得を学部資格支援室で支援

を行った。 

・ゼミナール等で就職内定者、OB・OGと

の意見交換会を実施した。 

------------------------------------- 

Ⅱ-B-4［看護学部］ 

①「TOKIナースキャリア支援計画」に

そってキャリア支援センターと連携し

実行した。新型コロナの感染拡大があ

ったが、オンラインを使用し実施でき

ている。進学についての支援は、該当

する領域の教員が中心となり実施し

た。 
②学生の就職希望についてはアンケート

調査を実施して把握するとともに、定

期的なアドバイザー面談でフォローし

た。 
③就職希望者83名は全員内定が得られ

た。81名が看護師（常勤）、1名が保健
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------------------------------------------ 

Ⅱ-B-4［キャリア支援センター］ 

・低学年のインターンシップ参加推進 
①低学年向けインターンシップガイダンス動

画の配信 
②低学年向けインターンシップ情報の配信 

 
・就活新ルールに応じた就職支援プログラムの

開発 
①前年度の就職支援活動の振り返りを学科ご

とで行う。 
②eラーニング教材「竹びとSPI」の利用促  

 進 

師（常勤）、1名が養護教諭非常勤講師

である。2名が助産師教育課程の専攻科

に進学した。目標は達成している。 
④就職試験における不合格が複数あり、

就職内定までに時間を要した学生の事

例については、事例分析をしており、

今後の支援に役立てる計画である。 
------------------------------------- 

Ⅱ-B-4［キャリア支援センター］ 

・低学年のインターンシップ参加推進 
①低学年向けインターンシップガイダン

ス動画の配信 
大学1・2年生向けインターンシップ講

座」の動画を作成し「2021年度1，2
年生向けキャリアガイダンス」から配

信した。 
②低学年向けインターンシップ情報の配

信 
 NPO法人雇用人材協会およびリクナビ

のインターンシップ情報をグーグルク

ラスルーム「2021年度1，2年生向け

キャリアガイダンス」から配信した。 
 
・就活新ルールに応じた就職支援プログ

ラムの開発 
①前年度の就職支援活動の振り返りを学

科ごとで行う。 
 2021年度全学キャリア支援委員会にお

いて、学科ごとの前年度の就職支援活

動の振り返りを実施した。 
②eラーニング教材「竹びとSPI」の利用

促進 
「竹びとSPI」（オンライン）による

模擬試験（3年対象）を、「竹びと

SPI」の「テストセンター・固定１」を

使用して実施した。また、「竹びと

SPI」の説明と使用方法についての資料

をグーグルクラスルーム「23卒向けキ

ャリアガイダンス（人間科学部・総合

政策学部）に掲載し利用を促した。 
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Ⅲ 
教

育

資

源

と

財

的

資

源 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A-1 教育課程編成・実施の

方針に基づいて教員組織を整

備している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-2 専任教員は、教育課程

編成・実施の方針に基づいて

教育研究活動を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．教育研究 
（３）外部資金の獲得強化  
・研究環境の整備 
・研究業績の検証、研究成果

報告の徹底 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A［総合講座］ 

・全学共通教育科目を担当する教員配置の適正   
 化 
 
 
 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅲ-A-1［人間科学共通] 

・教員配置の適切性を質的及び量的な面から再

確認し、不足がある場合には、優先度を見極

めながら、教員配置の検討を要望する。 
 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅲ-A-1［総合政策学部］ 

・カリキュラムに基づき各学科の人事採用計画

を立てて教員採用を行う。 
 
------------------------------------------ 

Ⅲ-A-1［看護学部］ 

①看護学部の完成年度ということもあり、教員

の退職が想定される。早期に退職等の意向を

確認するとともに、適切な後任人事を行い、

カリキュラムを遂行していく。2022年4月

に教員の欠員がないようにする。 
 
 
 
②兼担教員、非常講師については、欠員がない

ように人事をしていく。 
Ⅲ-A-2［全学的な取り組み］ 

・外部資金の獲得に向けた情報提供、申請の支

援等に継続的に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A-2［人間科学部共通] 

①人事給与課を通じて年度ごとの研究業績を学

長に報告することを徹底し、自身の研究につ

いて点検評価を行い、研究の活性化に努め

る。 

②外部資金、科学研究費の獲得を推奨する。 

③研究倫理教育の受講を徹底する。 

④学部紀要の年2回の刊行を維持する。                 

⑤研究時間確保のため、業務偏りの改善に努め

る。 

⑥FD活動への積極的参加を促す。 

⑦授業アンケートへのフィードバックを徹底す

る。必要に応じて、授業アンケートの結果を

学部・学科内で共有し、次年度の授業改善に

努める。 

------------------------------------------ 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A［総合講座］ 

・教養科目：数理情報系の教養教育が、

他系と比較して手薄であると確認し

た。2022年度に、6つの系にわたって

45科目を配置している教養科目の在り

方の検討をした上で、カリキュラムの

見直しと適切な教員配置について議論

していくことを確認した。 
------------------------------------- 

Ⅲ-A-1［人間科学共通] 

・欠員となるポストの一部は、新任教員

の着任（予定）により補充がされる。

専門性の観点から適切な担当者が学内

にいない科目については、公募の継続

や非常勤講師の配置などの対応が継続

している。 
------------------------------------- 

Ⅲ-A-1［総合政策学部］ 

・法律行政学科、経営学科で退職者があり、

各学科の人事採用計画に基づいて教員

公募を行った。 
------------------------------------- 

Ⅲ-A-1［看護学部］ 

① 4名の教員の退職があったが、後任人事

を発議し、2022年4月に3名が着任予

定となった。他1名については、大学院

（設置期間中）との関係で、2023年度

着任予定で進められており、2022年度

は非常勤講師を依頼した。結果、カリキ

ュラム遂行に適切な人材を得ることが

できた。 
②兼担教員、非常勤講師については、適切

な後任者に担当いただくことになった。 
Ⅲ-A-2［全学的な取り組み］ 

・科学研究費助成事業については、制度等

説明会の開催、個別相談等を通じて、申

請の支援および奨励等に取り組んだ。 
・学内研究助成では、研究代表者として科

学研究費助成事業へ申請し不採択とな

った研究で、次年度に同様の申請を行う

研究を支援するための研究種目（特別奨

励研究助成）を設けている。 
・教育および学術研究の充実・発展のため

の寄付金については、資金の募集のほ

か、学内公募等による資金の活用に取り

組み、2 科目の寄付講座を開設するとと

もに、3件の教育研究活動を採択した。 
・専任教員の研究倫理を遵守するための取

り組みについては、上記の「科学研究費

助成事業制度等説明会」において、コン

プライアンス等教育の一環として説明

を行い、参加および参加報告を義務づけ

ている。 
Ⅲ-A-2［人間科学部共通] 

①研究業績の報告割合100％              
②科学研究費 新規採択件数3件          
③研究倫理教育の受講割合65.6％（継続

中）。                      
④年に2刊を発行した。                  
⑤責任担当コマ数を大幅超過する教員が

在籍する学科においては、授業の質を

維持しながら授業運営方法を変更する

ことで、負担軽減をすすめた。         
⑥FD活動への参加率82.8％（継続中）。                
⑦授業評価アンケートへの教員の回答を

徹底した。一部の学科ではアンケート

結果を共有し、次年度の授業運営の検

討に反映させた。 
------------------------------------- 
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※年度末報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-3 学生の学習成果の獲得

が向上するよう事務組織を整

備している。 
 
Ⅲ-A-4 労働基準法等の労働関

係法令を遵守し、人事・労務

管理を適切に行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 人事政策 
（１）適正な人材の確保 

① 人材多様化への対応 
② 人事採用計画に基づ

く人材確保 
（２）人材育成の強化 

① 教員が不断に多様な

教育研究活動を行うた

めの仕組みや環境の整

備 
② 人事考課制度の活用 
③ 研修制度の充実 
④ FD・SDの強化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A-2［総合政策学部］ 

・年度初めに学部長・学科長で昨年度の授業評

価アンケートと教員の研究成果報告を確認

し、必要に応じて面接を実施し、教育改善・

研究活動の推進を図る。 
------------------------------------------ 

Ⅲ-A-2［看護学部］ 

①看護学科・学部として、研究および教育に関

するFDを企画し、教員の能力向上を図る。 
 

 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅲ-A［人事給与課］ 

１ 人事政策 
（１）教職員人事制度の見直し 
 ① 事務系職員の職位運用体系の整備 
 ② 65歳定年（引き上げ）の検討 
③ 働き方改革を踏まえた労働時間管理の徹

底および環境整備への取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 人員計画・人事採用計画の見直し 
① 法人の現状を踏まえた教職員構成等に関

する人事政策の策定 
② 退職者推移，非常勤職員の無期雇用転換

を踏えた人員計画，人事採用計画の見直し 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 計画的な人材育成，研修施策の実施 
 ① 研修体系に沿った体系的な研修の実施 
② 自己啓発等への取り組みとFD・SDへの

参加を通じた人材育成への取り組み 
③ 女性管理職者の登用促進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A-2［総合政策学部］ 

・年度初めに学部長・学科長で昨年度の授

業評価アンケートと教員の研究成果報

告を確認し、必要に応じて面接を実施

し、教育改善・研究活動の推進を図った。 

------------------------------------- 

Ⅲ-A-2［看護学部］ 

①研究、教育に関するFDともに2回ずつ開

催している。参加者の満足度は得られてい

るが、教員の能力との評価まではできてい

ない。 
②学科としてFDに関する予算がないことが

課題である。 
------------------------------------- 

Ⅲ-A［人事給与課］ 

１ 人事政策 
（１）教職員人事制度の見直し 
①事務職員の職位運用体系の整備 
「学校法人常磐大学事務職員の職位に関す

る規程」により、職位ごとに必要とされる能

力を定めている。2018 年度に導入された人

事考課制度により、その考課結果を上位の職

位に昇格するための任用基準として運用す

る条件整備を進めている。 
②65歳定年（引き上げ）の検討 
現在、教授職にある者は 65 歳定年制を採用

している。他方、全ての職員の 65 歳定年に

引き上げについては、検討途上にある。定年

延長は、新規採用人事や給与体系の抜本的な

改革と密接不可分であることから、関係法令

の改正、公務員の定年延長および他大学の動

向などを見極めつつ、引き続き慎重な検討を

進めている。 
③働き方改革に伴う労働環境の見直しと

取り組み 
時間労働の是正（残業時間の上限規制）、過労

死防止のための健康確保措置の拡充等が盛

り込まれた働き方改革関連法案の施行を踏

まえ、定時退勤の勧奨強化、育児や健康状態

など個々の職員が抱える多様な事情への柔

軟な対応や年次有給休暇を取得しやすい環

境の整備を推進した。 
（２）人員計画・人事採用計画の見直し 
①教職員構成等に関する人事政策の策定 
教員の定員管理については、人数、教授数と

もに設置基準を充足している状況の下、定年

や任期満了等に伴う欠員充足については、そ

の専門性や必要性を見極めた適正数の確保

を踏まえた採用活動を実施している。 
②退職者推移、非常勤職員の無期雇用転換

を踏えた人員計画、人事採用計画の見直

し 
2021 年度においては、中途採用の採用を控

えた。 
（３）計画的な人材育成、研修施策の実施 
①研修体系に沿った体系的な研修の実施 
2021 年度においては、新規採用職員に対す

る学内研修のほか、日本私立大学連盟の研修

プログラムによる目的別研修を中心とした

研修計画を引き続き実施した。同研修は、新

型コロナウィルス感染症の影響により、オン

ライン研修となった。また、新任管理職者、

女性リーダー育成、若手職員育成、管理職研

修を派遣および学内開催により実施した。 
②自己啓発等への取り組みと FD・SD へ

の参加を通した人材育成 
各種の知識、能力、技量の向上等を目的とし

た自己啓発等への取り組みの推奨と「教職協

働」による学校運営を進める必要があること

から、事務職員のFD参加を義務付けた。 
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［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B-1 教育課程編成・実施の

方針に基づいて校地、校舎、

施設設備、その他の物的資源

を整備、活用している。 
 
 
 
 
 
Ⅲ-B-2 施設設備の維持管理を

適切に行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） 人事考課制度の導入に向けた検討 
 ① 大学教員の人事考課制度導入の検 
  討  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５） 認証評価指摘事項の対応 
 ① 大学教員の研究業績の進捗管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B［情報メディアセンター］ 

・選書方針に基づく各種資料の収集を推進する。 
・各種資料の除籍および除却を推進する。 
 
 
 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅲ-B［施設設備］ 

○2021（令和3）年度事業計画 
(1)「施設等環境整備計画」に基づき、以下を実

施する。 
 ①H棟内装改修工事 
 ②空調設備更新(T棟地下2階･地下1階) 
 ③屋上防水工事(T棟･U棟) 
(2)学生からの要望に基づき、以下を実施する。 
①D棟･Q棟トイレの改修工事 

  「見和キャンパストイレ温水洗浄便座化計

画」に基づく､D棟3階･Q棟2階トイレ改

修工事 
 

 

 

 

③女性管理職者の登用促進 
女性活躍推進法による一般事業主行動計画

において、女性管理職者の登用促進を掲げて

おり、2021 年度は女性職員を補佐として登

用した。また、当該職員を外部機関による女

性リーダー育成研修に派遣した。2022 年度

においても、管理職候補者も含め、将来的な

育成に向けた教育訓練の機会を積極的に設

け、管理職登用への異動に反映していく。 
（４）人事評価制度の導入に向けた検討 
①事務系職員、非常勤職員への人事考課制

度の実施 
事務系職員、非常勤職員への人事考課制度の

導入により、管理職者と職員との積極的な対

話が定期的に行われ、組織目標の浸透、職務

の遂行状況の把握を通して組織の活性化を

図った。また、法人や所属部署の業務計画や

目標を踏まえて、職員個々が業務目標を設定

することで、職員の法人運営への参画意識の

高揚に努めている。人事考課制度は、人材育

成を主たる目的として導入されたものであ

るが、将来的には考課結果による職位の変更

や処遇への反映も視野に検討を進めていく

計画である。 
②大学教員の人事考課制度の検討 
大学教員の人事考課については、未だ導入の

検討段階ではあるものの、再任用に係る規程

整備等し、任期制教員が定年制へと移行する

際に透明性の高い評価基準・方法による審査

を実施している。また、認証評価の受審を踏

まえ、教員の研究業績の進捗管理を徹底すす

ることとしている。 
（５）適正な労働時間管理と長時間労働の

削減 
働き方改革関連法の施行に伴い、これまで以

上に使用者には労働時間を適正に把握する

責務が求められることを踏まえ、就業規則に

定める出勤および退勤にかかわる規定を順

守のうえ、職員の労働時間の把握を徹底して

いる。 また、時間外労働の上限規制（１日

最長２時間）ならびに深夜労働の禁止、各部

署の業務特性に応じてノー残業デー（定時退

勤日）を設定するなど、健康確保の観点から、

継続的に注意喚起と働きかけを行っている。 
［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B［情報メディアセンター］ 

・図書資料は「常磐大学情報メディアセン

ターの資料収集と選書に関する方針」に

基づき、学科構成およびカリキュラムに

十分配慮して選書を行った。 
・2022年2月から3月にかけて、館内に保

管してあった個人研究費戻り資料3,210
点の除籍準備作業を行った。 

------------------------------------- 

Ⅲ-B［施設設備］ 

○環境整備について以下を実施した。 
・H棟内装改修工事【2021年9月完了】 
・空調設備更新(T棟地下2階･地下1階)
【2021年8月完了】 

 ・屋上防水工事(T･U 棟)【2021 年 9 月

完了】 
○トイレ整備(温水洗浄便座化工事)につい

て以下を実施した。 
①2021年度実施 
 ・D棟3F【2021年9月完了】 
・Q棟2F【2021年8月完了】 

②整備年次計画 
 ・2022 年度･･･G 棟 3F､O 棟 1F､Q 棟

5F 
 ・2023 年度･･･F 棟 1F､Q 棟地下 1F･
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※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅲ- C 技術的資源をは

じめとするその他の教育資

源］ 
Ⅲ- C -1 大学は、教育課程編

成・実施の方針に基づいて学

習成果を獲得させるために技

術的資源を整備している。 
 
 
［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ- D -1財的資源を適切に管

理している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ- D -2財務の実態を把握

し、財政上の安定を確保する

よう計画を策定し、管理して

いる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．施設設備 
（１）教育環境の整備 
・ICT環境の充実 
 
 
 
 
・本学の健全性維持と本法人

での事業活動収支差額の均

衡化による財務基盤の改善 
・中期財務計画の策定と精査、

見直し 
・教育の質を維持すべき資金

配分の調整と継続した事業

活動支出の抑制 

 

 ②学生用第3･4･8駐車場の不陸整正等修繕工

事 
 
(3)省エネルギーおよび環境保護の取り組み 
 ①L棟食堂照明LED化工事 
 
 
［基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他

の教育資源］ 
Ⅲ- C -1［情報メディアセンター］ 

・2019年度、2020年度に実施した見和キャン

パス内の無線LANアクセスポイント追加に

ついて、継続して2022年度に追加するため

の設置計画を検討する。 
 
 
［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ- D［会計経理課］ 

・中期財務計画の見直しと事業活動収支差額の

均衡化の維持、継続 
・事業活動収支差額の均衡化を維持するための

継続した在籍者数に応じた予算の配分調整と

経費の抑制 

①教育研究経費支出の適正化 
②経常的経費支出の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-Ｄ- 2 

・「TOKIWA VISION 2023」に基づく環境分析、

および経営実態、財政状況に基づく経営計画の

策定 

3F･4F､U棟1F 
○学生用駐車場不陸整正等修繕工事につ

いて以下を実施した。 
 ・第3･4･8駐車場【2021年5月完了】 
○省エネルギーおよび環境保全の取り組

みついて以下を実施した。 
 ・L棟食堂照明LED化工事【2021年

4月完了】 
［基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするそ

の他の教育資源］ 

Ⅲ- C -1［情報メディアセンター］ 

・教育環境整備の一環として、授業運営

やカリキュラム等を踏まえて学事セン

ターと協議の上、無線LAN環境が未整

備だった講義室・演習室43箇所に、無

線LANアクセスポイントを追加する予

算を計上した。 
［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ- D［会計経理課］ 

・2021年度予算は、法人全体として事業活

動支出の抑制が図られており、法人全体

での収支差額は収入超過の見込みであ

る。また本学においても、入学定員確保

や看護学部の完成年度もあり、主たる財

源での安定的な維持が図られ、収入超過

が見込まれる状態である。健全性の維持

（均衡化）については、期中での経費抑

制により調整を図った。 
・教育研究経費比率については、2021年度

予算値ではあるが法人全体で 33.1％、

本学で 31.7％となっており、全国平均

よりも低値ではあるものの教育研究の

維持、充実が図れる資金配分となった。 
令和3年度版 今日の私学財政 参照 

   医歯系法人を除く全国平均：35.2％ 
・2022年度予算においては、法人の財務状

況や学生生徒の入学者動向を見据え、予

算編成会議での協議内容を基に、予算配

分を行った。また、法人全体での事業活

動収支差額の均衡化を図るため、引き続

き経費抑制に努めるとともに中期計画

における事業の見直しを行い、均衡化が

見込めるよう調整を図った。 
Ⅲ-Ｄ- 2 

・「TOKIWA VISION 2023」について、理

事会が行う「定期的な達成状況の検証」

の結果に基づき、内外の環境を踏まえ、

各学校、常任理事会および理事会におい

て検討のうえ、具体的な事業計画を策定

している。 
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Ⅳ 
リ

｜

ダ

｜

シ

ッ

プ

と

ガ

バ

ナ

ン

ス 

［基準Ⅳ-A 大学設置法人の

長のリーダーシップ］ 
Ⅳ-A-1 法令等に基づいて大学

設置法人の管理運営体制が確

立している。 
 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅳ-B 学長のリーダー

シップ］ 
Ⅳ- B -1学習成果を獲得する

ために教授会等の大学の教学

運営体制が確立している。 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ- C -1 監事は法令等に基づ

いて適切に業務を行ってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ- C -2 評議員会等は法令等

に基づいて開催し、諮問機関

等として適切に運営してい

る。 
 
Ⅳ- C -3 大学は、高い公共性

と社会的責任を有しており、

積極的に情報を公表・公開し

て説明責任を果たしている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４ 管理運営 
（１）法人内学校間連携の強

化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅳ-A大学設置法人の長のリーダーシッ

プ］ 
Ⅳ-A [総務課] 

・中期計画「TOKIWA VISION 2023」の変更

が必要な場合には、適切に修正を行える体制

を構築する。 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・新型コロナウイルス感染症の状況を注視しな

がら、感染症対策と教育研究活動の両立を図

る。 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ- C［監査室］ 

・監事は年度始めに監査計画書を作成し、常任

理事会に報告する。その報告はイントラネッ

トで学内に公開される。前年度分の監査報告

書は新年度に入ってから２か月以内に理事会

と評議員会に提出する。監事は理事会には毎

回出席して意見を述べる。法人全体の業務監

査と会計監査を1回、法人内の各学校の業務

監査（教学監査を含む）を各1回行う。理事

の業務執行状況の監査を1回行う。 
 
 
 
------------------------------------------ 

Ⅳ- C [総務課] 

・理事長の経営判断や執行に資するために学校

長等の定期的な情報共有および協議の場を設

ける。 
 
 
 
 
 
・評議員会については私立学校法および寄附行

為の規定に基づき、適切な方法で開催し、理

事会に先立ち、必要な事項について諮問す

る。 
・Annual Report（紙媒体）だけではなく、ウ

ェブサイトの情報公開専用ページを利用し

て、より多くの情報を分かりやすく公開す

る。 
 
 
・学校教育法施行規則および私立学校法の規定

に基づき、遺漏なく速やかに最新情報を公開

する。 

［基準Ⅳ-A 大学設置法人の長のリーダー

シップ］ 
Ⅳ-A [総務課] 

・「TOKIWA VISION 2023」の進捗確認

を、常任理事会（2021 年11 月10 日・

11月17日）で協議後、評議員会（2021
年11月25日）に諮問し、理事会（2021
年11月25日）で決議した。コロナ禍に

より一部目標および KPI の目標値を見

直し、社会状況の変化に応じた適切な計

画・目標に変更することで、実効性のあ

る計画とした。 
［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・「常磐大学および常磐短期大学における

新型コロナウイルス感染症対策の基本

方針」については、随時見直しを行い、

必要に応じて改訂するとともに、適宜諸

活動における取扱い等を示し、適切な運

用に努めた。 
・授業については、「授業運営等に係る留意

事項等について」等によりその適切な実

施に努めた。 
［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ- C［監査室］ 

・監事は年度当初に監査計画書を作成し、

常任理事会に報告した。監査計画書につ

いてはイントラネットで学内に公開し

た。さらに、前年度分の監査報告書を新

年度に入ってから2か月以内の理事会と

評議員会に提出した。監事は理事会、評

議員会にはほぼ毎回出席し、意見を述べ

た。法人全体の業務監査と会計監査を 1
回、法人内の各学校の業務監査（教学監

査を含む）を1回ずつそれぞれ行った。

理事の業務執行状況の監査を年度末に 1
回実施した。 

------------------------------------- 

Ⅳ- C [総務課] 

・常任理事会とは別に、理事長・学長・常

任理事・諸学校長で定例的な情報共有の

場を設けることにより、迅速な課題解決

を可能にした。また、理事長が議長とな

り、常任理事・学長・副学長・諸学校長

等が構成員である学校間連携協議会を

定期的に開催し、各学校の現状と課題に

ついて議論した。 
・法令等で定められた事項を含む法人の重

要な事項について、理事会前に評議員会

を開催し意見を求めた。 
 
・Annnual Report（事業報告、財務状況等）

の配付に加え、詳細な情報については、

専用ページを利用し情報公開した。情報

の内容により、経年比較ができるように

数カ年分を掲載し、利用者の理解の深化

に努めた。 
・法令に基づいた公開すべき情報について

は、最新の情報を公開し、すべての更新

を2021年9月末までに完了した。 

 
                                                                   以上 

 


